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日本国際生命科学協会 (InternationalLife Sciences 

Institute of Japan, ILSI JAPAN）は、健康、栄養

および食品関連の安全性に関係する諸問題を解決す

るため、政府機関、学術機関および産業界の国際的

な協力体制のもとで、科学的な観点から調査研究を

推進するために設立された非営利の科学団体である

国際生命科学協会 (InternationalLife Sciences 

Institute; ILSI) の一部門として日本を中心に活動

している非営利の科学団体です。
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知恵づくりへの参加

日本国際生命科学協会副会長

キリンビール株式会社代表取締役副社長

山本 康

東西の冷戦構造が消え、人類の中での意図

的な殺裁のない地球の始まりが期待されたの

に、長い歴史の積み重ねがはじけ、世界各所

で人命を賭した争いが起こり、その反映とし

ての飢餓、そして疾病によっても多くの人命

が失われている。

一方、 20年前のローマクラブによる「成

長の限界」以来、地球の有限性は広く認識さ

れたにも拘らず、人類の発展の証とされた多

くの活動が地球の環境容量を超え、或は環境

容量を低下させ、遂には人類の増加が再び問

題にされている。

先進国においては潤沢な食品に恵まれ、衛

生・医療環境の充実と相侯って平均寿命は高

くなり、これに出生率の低下が加わって高齢

化が進行している。特に日本における長寿化

と高齢化は世界に例を見ない速さで進み、片

や、飽食の最中における栄養の偏向（特に成

長期）が問題になる中で、他方では老人の健

康問題は既に厳しい現実である。

この世に生を享けてより、享受し得る長寿

を全うするまでの全人生を通じて、それぞれ

の年齢で望まれる最大の能力を発揮する健康

Contribution to the Wisdom 
of Mankind 
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を維持出来る時代の出現が、いま、切に望ま

れているのではないだろうか。正に、いづれ

の問題にも人類の知恵が問われている時であ

り、さまざまな文化、そして各国のバリアを

超えた人類の協力による知恵の創造、その共

有、その活用が切実に求められている。そし

て、自然科学は、その客観性・普遍性の故に、

最も強力な人類の知恵のーっと言えよう。

IL S Iは、” Toward a saf 

er and healthier wor 

1 d”を標梼し、健康・栄養および食品関連

の安全性に関係する諸問題を、政府機関、学

術機関および産業界の国際的な協力体制のも

とで、自然科学に立脚して解決すべく調査・

研究を強力に推進している。即ち、上述した

地球・人類の困難な諸問題の解決に、自らの

分野から具体的に参加する条件を備えた組織

である。現在迄の実績を踏まえた今後の益々

の貢献が期待される。日本支部で研究活動の

中核に掲げている「栄養とエイジング」は、

この典型的な例といえよう 。

翻って私共の企業に就いて触れれば、故小

YASUSHI YAMAMOTO, Ph.D. 
Senior Executive Vice President 
KIRIN BREWERY Co., Ltd. 
Vice President, ILSI JAPAN 
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原会長からのお奨めもあり、私共の品質重視

の方針の中で食品の安全性の世界的動向の迅

速な把握を期待して、 19 8 1年の ILS I 

日本支部発足の時から入会させて頂いている。

以来ワーキング・グループにも積極的に参加

し、近年は医薬事業への参入を機に、病理組

織スライドセミナーにも参加させて頂いた。

IL S Iは非営利の科学団体であるので、研

究財団の活動を推進する資金的な一翼を担わ

せて頂こうと、コーポレートリーダーシッ

プ・サークルにも昨年から参加した。

この問、 ILS Iの活動は年を追うごとに

充実拡大し、その実績を反映して、国際的な

機関或は各国の政府機関からの信頼も著しく

高まった。日本支部もこれに応じて活動が強

化され、時宜にかなったシンポジウムの開催、

独自の研究委員会活動、国際的な情報の迅速

な伝達等を通じて私共の製品安全保証、或は、

その体制の構築に大いに活用させて頂いてい

る。このような活動は、一企業の能力を遥か

に上回り、官・学と共に多種多様な企業の参

加が不可欠であり、多数の企業が参加される

ことを願っている。

IL S Iの活動が、日本を含めて世界の宮・

学・産を問わず極めて多くの人々や組織に広

く支持を受けているのは、常に「多様な人間

との接点」という視点がしっかりと定まって

いるからであろうと、約十年を振り返って思

っている。

2 ILSl.(No.34) 93.3 
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I LSI本部総会報告

日本国際生命科学協会

事務局次長福富文武

1993年度、 ILS I本部総会は、 1993年1月

22日午後の支部連絡会を皮切りに、 ILS I、

I L S I研究財団、 HES Iの各総会並びに

当面の重要課題を検討するシンポジウムと、

l月27日までナッソー市 （パハマ）のラジソ

ン・ケーブルビーチ・ホテルにおいて、約

350名の参会者をもって開催された。日本か

らは、木村修一 （東北大学農学部長）、杉田

芳久（本部理事） 、笹山堅（ファイザー）、

浜野弘昭（ファイザー）、柴原弘一 （ハウス

食品工業）、木村毅 （米国味の素）、桐村二

郎 （本協会事務局長）の各氏と小職の8名が

参加した。

開催地ナッソー市は、パハマ共和国の首都

で、有数の観光リゾート地であるが、この季

節での総会をより経済的な会場で行えるメリ

ットから選ばれた。コロンブスが500年前に、

新世界として最初の足跡を残した地として、

昨年は国をあげての記念行事が行われたとい

つ。
総会のハイライトを以下に報告する。

ILSI International 
Annual Meeting Report 

ILSl.(No.34) 93.3 

I. I LS I会長年次報告

昨年は、 ILS Iが組織の大改革を行い、

より現実的で強力な事業活動を進め得た。東

南アジアに支部（事務局をパンコック並びに

シンガポールの 2ヶ所に設置） が開設され、

また中国 （北京市）に連絡事務所が設置され

た。世界中の会員数は227に達した。それぞ

れの支部が取り組んでいる当面の課題につい

ては、 “より安全で健康な世界”の実現に、

科学による成果をもって貢献している。また、

研究財団を通して行われている、長期的な基

礎研究は、環境化学物質や食品の安全性、栄

養、リスクアセスメント等の分野で進めら

れ、これらの研究結果は、 1970年以来、世界

有数の専門誌に於いて400篇以上も発表され

ている。

IL S I研究財団は、毒性学や栄養学の最

新の研究に対するアワード（賞）、並びに、

現在4つの研究機関：アレルギー・免疫学研

究所、ヒューマンニュートリション研究所、

病理・毒性学研究所及びリスクサイエンス研

究所、による中・長期展望に立った基礎研究

FUMITAKE FUKUTOMI 
Administrator, ILSI JAPAN 

3 
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の推進で実績をあげてきた。 ILS I本部と

しては、研究所はこれ以上持つことを考えな

いが、 1991年の第一回「栄養とエイジング」

国際会議の成果から、さらにエイジング研究

所を設立する意向であり、この国際会議を成

功させ、また世界ーの長寿国でもある日本に

設置することが望ましいと思う。

また、 IL S I編による各種の刊行物は、

92に及び、いずれも国際的に高い評価を得て

いる。とりわけ、世界有数の栄養学のレビュ

ー誌である「NutritionReviewsJの日本語版

の出版が実現したことは、喜ばしいことであ

る。

IL S I本部の年間予算は約82万ドル（約

1億円）を要し、その源資は専ら米国に依存

している。

昨年、 ILS Iは、国連による 2つの大き

な国際的事業に参画した。地球サミット

(1992年6月リオ・デ・ジャネイロにて開催）

並びに国際栄養会議（1992年12月ローマにて

開催）である。 ILS Iは、有力なNG Oと

して、それぞれの会議に於けるサイエンテイ

フイツクペーパーの作製に協力を求められ、

それぞれリスクサイエンス研究所ならびにヒ

ューマンニュートリション研究所を中心に、

積極的な参加で協力を行った。

一方、国連のFA O及びWHOからは、食

糧、栄養、安全等に係わる様々な事業への協

力を要請され、優先づけをしながら、参画を

している。国際食品規格（Codex、Standards）、

毒性試験法の国際的な整合性、各種刊行物に

は、 ILS Iに関連の科学者が多大の貢献を

している。

I L S Iは、年々増加している各種の刊行

物をタイムリーに、しかも経済的に出版する

ため、 ILS I付属の出版局 (ILSI 

Press）を設立した。 ILS I Pressは、 IL 

s Iによる出版、印刷物はもちろん、これま

でSpringerVerlag社等の外部出版社に委託し

ていた専門書や専門誌をも取り扱うことにな

4 

り、これらの版権がILS I Press に集約化

されることになった。これにより、英語以外

の言語による翻訳出版においては、著作権な

らびにロイヤルティについて有利な配慮が行

われることになる（日本との関わりでは「最

新栄養学Jや「栄養学レビュー」が該当する）。

IL S I本部は、本年15周年を迎える。こ

の節目の年、できれば、アフリカに新たな支

部を設置したい。また各支部における会員増

ならびに事業活動のさらなる発展のために積

極的な支援をしたい。

II.組織と役員

1992年12月末における組織は、別図の通り

である。本年に入札 ILS I東南アジア支

部（事務所はパンコックおよびシンガポール

の2ヶ所に設置）およびILS I中国連絡事

務所（北京）が開設されている。

本部役員の改選が行われ、 31名の理事が承

認された。日本からは、国立衛生試験所の林

裕造博士（1994年まで）、杉田芳久博士

(1996年まで）、十河幸夫博士（1994年まで）

の3名が選任された。なお、 ILS I本部の

役員会（ExecutiveCommittee）は、次の諸氏

で構成される。

Chairman Dr. L. Lasagna 

President Dr. A. Malaspina 

Vice President Dr. P. B. Dews 

Dr. U.Mohr 

Member Dr. M. Horisberger 

Dr. T. A. MacMurray 

Dr. Y. Sugita 

Dr. J. W. Stanley 

Mr. A. W. Wishart, Jr. 
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III .国際機関との関わり

IL S Iは、安全、栄養、健康、環境に関

わる科学をもって公益事業を行っている法人

として、正式のNG Oの資格を得、国際連合、

ILSl.(No.34) 93.3 
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WH  O、FA O、ECあるいは各国政府機関

から、その貢献が期待されている。マラスピ

ーナ会長の年次報告でも述べられているよう

に、 1992年には地球サミット、国際栄養会議

では、その規格から会議録採択まで、多大の

貢献をした。

I L S I はその国際性から、 FA Oならび

にWHOに全面的な協力体制を敷き、ジュネ

ーブのWHOに事務所を置き、 Dr.L. Buzina 

が担当している。

これを経済的かつ事務的に支援するため、

IL S I内に、 13の企業会員から成る

FAOパνHOCoordinating Committeeを設けてい

る。

FA O及びW HOの事業の内、当面ILS 

Iが関わっているプロジ、エクトには次の通り

である。

1.地球サミットの関わりで、水質と環境保

全のための科学研究。

2. F AO/WH O国際栄養会議のフォロー

アップとして、食品安全と栄養、水質、

食品技術に関する技術支援、食品法を支

える科学的裏付けに関する国際会議の共

催、支部を通じての情報交換。

なお、国際栄養会議での採択内容は、基

本的に本誌32号で報じられたものと変わ

らない。

3. F AO/WH O国際専門家会議「油脂の

栄養」への参画。

4. 国際食品規格計画（FAO/WHOFood 

Standards Program）への参加と協力。

5. WH  O国際がん研究機関 (IARC）へ

の協力。

腫蕩の分類の国際的統一、吸入試験や毒

性試験ガイドライン等への協力。

6.国際化学物質安全計画 (IPCS）への

参加と協力。

N.支部の事業活動

1. アルゼンチン支部（会長： J.C.L. Musi 

ILSl.(No.34) 93.3 

博士、事務所：ヴェノスアイレス、会

員数： 8)

1992年は、緊急課題として、コレラに

関連した「食品の安全と流通j専門会

議に参加した。

1993年は、廃水処理および、食物繊維

と澱粉についてのシンポジウムを企画、

また、アルゼンチン食品科学会を共催

する。

2.オーストラリア支部（会長： R.A.エド

ワーズ博士、事務所：シドニ一、会員

数： 14)

将来への発展を目指して、長期計画を

策定中であるが、名実共に随一のライ

フサイエンス協会を目指したい。

1992年はリスクサイエンスに関するセ

ミナーを主催した。当面の課題として、

食品加工に伴う栄養の変化、ピタミン

の役割、子供の栄養がある。

近い将来、ニュージーランド、ミクロ

ネシアを含めた地域に拡充する方向で、

名称、も ILS Iオーストラシアと改称

されよう。

3.ブラジル支部（会長： J.A.ボーデイノン

氏、事務所：サンパウロ、会員数： 11)

1992年には「アメリカ大陸におけるコ

レラに関する国際シンポジウム」を主

催し、 18ヶ国から500名余の参会者を得

た。目下南米各国で蔓延しているコレ

ラの対応について討議し、各国政府の

公衆衛生対策に貢献した。地球サミッ

トにおいては、 ILS Iを代表して参

加し、本部とのコミュニケーションを

言十った。

また、 HACCP S、化学物質の毒性

評価と変異原性、環境疫学法について

のセミナーを開催した。

新たに、リスクアセスメント委員会を

設置し、産・官・学のチームの中で、

リスクアセスメントのあり方を探求す

5 
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ることとした。

この年から、食品科学分野の研究者に対

し、 「ILS I食品科学賞Jを授与する

ことになった。

1993年には、化学物質の毒性評価法、食

品の品質と安全性（食品添加物、天然毒、

食品法の国際性等を含む）、リスクアセ

スメント等のセミナーを企画する。

ブラジル技術企画協会の食品添加物委員

会のメンバーの一員に任命されている。

4. ヨーロッパ支部（会長： L.アーンスター

博士、事務所：ブルッセル、会員数： 51)

優先すべき課題については、ワーキン

グ・グループおよび技術委員会を編成し

て、産・官・学の密接な連携の中で取り

組んでいる。ワーキング・グループ（W

G）による研究としては、最低感染レベ

ル、 HACC P、リステリア、微生物試

験法を含む微生物に関するWG；食品安

全と栄養政策の科学、 n-3及ぴn-6

脂肪酸、食用油脂、栄養と体力、を含む

栄養WG；パッケージ材料に関する研究

状況、研究機関、分析法についてのデー

タベースの開発、高温度処理食品の材質

の安全性を目的とするパッケージ材質W

G;AD Iのための安全係数、摂取量と

年齢の関連性、毒性試験法、消化管の微

生物フロラと食品成分との関わり、栄養

と毒性を含む毒性学WG;IPC Sとの

共同研究を進める天然毒に関する研究グ

ループ；一方、技術委員会（TC）とし

ては、アルコール、抗酸化剤、乳化剤、

食物繊維、バイオテクノロジー食品、

“light”食品、電子レンジ加工、新規食

品、口腔衛生、出版物がある。

5.日本支部（会長：角田俊直博士、事務

所：東京、会員数： 65)

詳細は、本稿末の Reportを参照。

6. メキシコ支部（会長： E.R.メンデス博

士、事務所：メキシコシティ、会員数：

6 

IO) 

メキシコにおける各種の学会の内、栄養、

電子レンジ加工食品の安全、食品香料、

栄養表示、残留農薬、寄生虫、マイコト

キシン、化学物質の規制等のシンポジウ

ムやセミナーに参画した。これからの取

組みとして、オゾンと健康、栄養表示の

あり方、リスクアセスメント、廃水処理

等がある。

7 .北米支部（会長： A. マラスピーナ博

士、事務所：ワシントンD. C.、会員

数： 50)

北米支部は、栄養学の若手研究者に対し

“Future Leader Awards，，賞を授与してい

るが、今期は 3名が決定した（ 2年間に

わたり各3万ドル）。さらに、 Babcock-

HartAward, Osborne Mendel Award, Mary 

Swartz Rose Fellowshipの賞も各1名に授

与されている。

北米支部の事業の成果は、各種の刊行物

として出版され、広く配布されている。

中でも、 “Nutrition Reviews，，は、栄養

学の随一のレビュー誌として50巻の記念

すべき年であった。本誌は月刊で、世界

中で5,000部の購読者を有している。

北米支部の当面の課題は、下記のように

課題毎に技術委員会（TC）を編成して

活動を行っている。

抗酸化剤；アスバルテーム；乳化剤；カ

フェイン；食用色素；食事と行動；食品

微生物；食品一栄養一安全：ここには小

委員会として、栄養政策、脂肪酸、機能

性食品、果糖、青少年の栄養、微量元素、

食物繊維、栄養調査、体力と栄養、砂糖

がある；主要栄養素の代替物質；栄養と

エイジング；口腔衛生；プロポジション

65；農薬等の残留物；サッカリン

8.東南アジア支部

本年から、東南アジア支部が開設された。

その設立の経緯から、 2ヶ所に事務所が

ILSl.(No.34) 93.3 
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設置されることとなった。

(1）シンガポール事務所（会長： G.ロパー

トソン博士、会員数： 10、シンガポール、

インドネシア、マレーシア、フィリピンを

担当）

1992年は、緊急課題に対応するため、 IL 

s Iヒューマン・ニュートリション研究所、

シンガポール厚生省、ならびにシンガポー

ル食品栄養協会との共催により、 “日和見

世代－挑戦への対決”と題し、食生活のあ

り方についてのセミナーを開催した。

1993年は、フィットネスとスポーツに関す

るワークショップを企画している。

(2）パンコック事務所（会長： v.トランフ

ァイチル博士、会員数： 8、タイ、ミャン

マ一、カンボジア、ヴェトナムを1El.当）
設置直後であり、当面は、 1994年に主催す

る第2回ILS Iアジア食品安全会議の企

画を進める。

9.中国連絡事務所

北京にある中国予防医学衛生院に事務所が

開設された。当面は情報の中継地としての

q)t害1を果たすことになった。
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V. HES Iの事業活動

環境に関わる化学研究を推進するために設立さ

れたこのグループは、 23企業によって支えられ

ている。 (HES Iの詳細は、本誌No.33の伊

東信行博士の稿を参照されたい。）

当面の活動は、 4つの技術委員会；発がん性、

免疫毒性、水質、廃棄物処理による課題の抽出

と優先づけ、調査研究によっているが、地球サ

ミットで採択された行動計画（Agenda21）の実

行にも関連して、今後の活躍が期待されている。

とりわけ、水の安全性、固形廃棄物由来の環境

汚染の問題は、日本でも社会的な問題になって

いる折柄、その成果に期待するところが大であ

る。

また、オゾン層の保護のためにとられているフ

ロン対策について、その代替物の安全性確保の

ための調査研究が緊急に必要とされ、 ILSI 

-HES Iの中に新たにCF C代替物技術委員

会の設置が検討されている。
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総会風景

I LS I JAPAN 代表団

8 ILSl.(No.34) 93.3 



Life Science & Quality of Life 

木村副会長と恩師Bloch先生
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レセプション風景
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1992 ANNUAL REPORT 

ILSI JAPAN 

In 1992, ILSI JAPAN entered into the next decade with new 
prospect and restructure. 

I] Organization 
1. New Structure 
For the next decade, ILSI JAPAN re-structured its 
organization as attached. ILSI JAPAN’s activities are 
managed by the Executive Committee composed of an equal 
number of academic and industrial representatives. 

2. New President 
ILSI JAPAN elected Dr. Toshinao Tsunoda as President at the 
annual meeting (General Assembly) on March 5. Dr. Tsunoda’s 
profile was in位oducedin the July/August 1992 issue of ILSI 
NEWS and ILSI JAPAN's qu紅白rly"ILSI" No. 31. 

3. Membership 
In 1992, 3 companies joined ILSI JAPAN, resulting in 65 
members. 

II] Fund Raising 
ILSI's activities for the fund raising of ILSI-RF have been 
expanded to Japan. Dr. A. Malaspina, Dr. S. Goldblith and 
Ms. C. Long visited Japan for the activities.民1anyleading 
companies were asked for contribution and more than 10 firms 
have committed to do. 

Ill] Activities 
1. General Assembly 
The General Assembly meetings were held twice; on March 5 and 
Sept. 4 in Tokyo. The General Assembly adopted election of 
new president, restructure and activities and budget for the 
year of 1992. 

2. Executive Committee 
The Executive Committee met 5 times to review the progress of 
activities and decide future plan. 

3. Planning Committee for Scientific Research 
The Planning Committee chaired by Dr. Aihara is composed of 5 
representatives from the membership companies and prep訂 e

ILSl.(No.34) 93.3 11 
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future plan of scientific activities to be undertaken by ILSI 
JAPAN. Through the discussion of the Planning Committee, 
four Research Committees(R.C.) are now in work; 

( 1) Biotechnology 
The Biotechnology R.C. composed of 25 members has completed 
publication of two books. 

a) Japanese甘anslation "IFBC Guideline: 
Biotechnologies and Food: Assuring the Safety of 
Foods Produced by Genetic乱1odification"

b) Japanese translation ”FAOハWHOReport: S佐ategies
for Assessing the Safety of Foods Produced by 
Biotechnology’’ 

Both publications were well accepted and appreciated by many 
groups in Japan. 
The Biotechnology R.C. is now studying the way of public 
enlightenment for perception and acceptance of biotechnology 
foods. 

(2) Fats and Oils, Nutrition Aspect. 
The Fats and Oils R.C. composed of 11 members has completed a 
publication of its working report on ”Safety and Health 
E百ectof Vegetable Oils". The report was quite popular in 
many sectors. The R.C. is now working on review of 
nutritional aspect of fish oils, palm oil and animal oils. 

(3) Nutrition & Aging 
The Nutrition & Aging R.C. is working on publication of the 
proceedings of the International Symposium on "Nutrition and 
Aging”held in October, 1991. The R.C. will plan the next 
symposium under the theme of ”Nutrition & Aging”． 

(4) Food Safety 
The Food Safety R.C. composed of 5 members is planning to 
review the issues to be studied by ILSI JAPAN, then 
prioritize them. 

4. Academic/Scientific Meeting 
ILSI JAPAN organized various scientific meetings during the 
yea工

(1) ILSI Symposium on Risk Assessment of Environmental 
Chemicals 

ILSl.(No.34) 93.3 
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The symposium sponsored by ILSI-HESI, RSI and ILSI Japan were 
held in Tokyo on April 16 & 17 and in Osaka on April 19 & 20 
to introduce the HES I's activities and latest status of risk 
assessment of carcinogens with more than 200 participants. 

(2) ILSI Nara Histopathology Seminar 
The seminar on Musculoskeletal of Laboratory Animals system 
was held on May 20 to 23 in Nara with 150 participants. This 
series of seminar is recognized as one of the best training 
courses for the toxicology researchers under the GLP in 
Japan. 

(3) ILSI Symposium in National Food Festival ’92 
ILSI JAPAN was invited by the Minis佐yof Agriculture, 
Fores釘yand Fisheries to the National Food Festival ’92 held 
in Sendai in October, as an organizer of the symposium on 
"Nu汀itionfor Long Life" with participation of more than 350 
citizens. 

( 4) ILSI Lecture Meeting 
ILSI JAPAN sponsored various lecture meetings to discuss on 
the issues in the carcinogenicity, toxicology, nutrition, 
quality of life and risk assessment. 

a）”QOL in Aging" 
Dr. S. Hinohara (St. Luke's Hospital) 
participated by 50 
Tokyo,Feb.26 

b) "Direction of Research in Aging" 
Dr. S. Kimura (Tohoku Univ.) 
participated by 60 
Tokyo, March 5 

c) "Diet and Cancer" 
Dr. T. Sugimura (National Cancer Center) 
Dr. D. Phillips (Haddow Laboratories) 
Dr. R. C. Gamer (York Univ.) 
p訂 ticipatedby 100 
Tokyo, May 14 

d）”Toxicology" 
Dr. C. C. Capen (Ohio State Univ.) 
Dr.J.O’D. McGee (Univ. of Oxford) 
Osaka, May 19, participated by 55 
Tokyo, May 25, p訂 ticipatedby 7 5 

e）”Risk Assessment'' 

ILSl.(No.34) 93.3 

Dr. Y. Hayashi (National Institute of Hygienic 
Sciences) 

P紅 ticipatedby 60 
Tokyo, Sept. 4 
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。”Nutritionof Fish Oils" 
Dr. S. Itakura (National Health and Nutrition 

Institute) 
P訂 ticipatedby 60 
Tokyo, Nov. 30 

5. Publication 
(1) ILSI JAPAN Periodical 
On the occasion to enter the next decade, the name of the 
Periodical was renamed as”ILSI" and its editorial policy was 
modified so as to address more practical and international 
issues. The No. 30 issue, last one in the old name ”Food 
Issues in Life Sciences" contains ”Condolence for the late 
president, Dr. T. Ob紅 a＂，”Summ訂 yof the 1st International 
Symposium on Nutrition and Aging" by Dr. S. Harris and Dr. T. 
Hirahara, and "Recent strategies of WHO”by Dr. N. P. 
Napalkov. 
The No. 31 issue contains message from the new President of 
ILSI Japan, "Quality of Life in Aging" by Dr. S. Hinohara, 
"Direction of Research on Aging" by Dr. S. Kimura, etc. 

The No. 32 issue contains "Overview of ILSI Histopathology 
Seminar" by Dr. Y. Konishi, "Future of Research Activities of 
ILSI Japan" by Dr. K. Aihara，”Safety aspects of 
biotechnology foods" by Dr. S. Kurasawa, etc. The No. 33 
issue contains "Report on HESI's activities" by Dr. N. Ito, 
”Basics on risk assessment" by Dr. Y. Hayashi，”Report仕om
the Food Festival", etc. 

(2) "Nu位itionReviews" in Japanese 
The Japanese ”Nutrition Reviews＇’was just published on a 
quarterly basis with a special support by ILSI-NA and ILSI. 
About 1,500 copies of the No. l issue were distributed 
through the publisher. This publication is quite appreciated 
by many Japanese researchers in the academics, indus句rand 
policy-makers. 

(3) Books on Biotechnology 
Two books of Japanese住anslationrelating to biotechnology 
were published through the Kenpaku-sha publishe工

a) "IFBC Guideline: Biotechnologies and Food: Assuring 
the Safety of Foods Produced by Genetic Modification" 

b）”FAOハWHOReport: Strategies for Assessing the Safety 
of Foods Produced by Biotechnology" 
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In addition, editorial work has been continued for publication 
of 

1）針。ceedingsof the First International Symposium on 
”Nu住ition& Aging" held in October, 1991. 

and 2) Proceedings of the ILSI Symposium on ”Risk Assessment 
of Environmental Carcinogens”held in April 1992. 

ILSI JAPAN ORGANIZATION 

BOARD OF MEMBERS 

1 .... A~J 
EXECUTIVE COMMITTEE 

ILSl.(No.34) 93.3 

FINANCE COMMITTEE 

PUBLIC RE凶.TIONSCOMMITTEE 

EDITORIAL COMMITTEE 

PREPARATORY COMMITTEE FOR FOUNDATION 

PLANNING COMMITTEE FOR SCIENTIFIC RESEARCH 

RESEARCH COMMITTEES 

BIOTECHNOLOGY 

FOOD SAFETY 

NUTRITION 

ー－FATS& OILS 

EDITORIAL BOARD FOR”NUTRITION REVIEWS” 
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魚介類油脂の栄養

板倉弘重

国立健康栄養研究所臨床栄養部長

東京大学医学部第三内科講師

魚介類の脂質は最近注目を集めているが、日本人は昔から欧米人に較べ摂取量が多し、。大脳の発

育と共に DH Aが比較的多く取り込まれ、特に網膜に多く知能の発達と関係があると考えられ

る。成人病として高脂血症、動脈硬化と心筋梗塞に対しては nー3系多価不飽和脂肪酸が n-

6系指肪酸と共に臨床的にも予防に効果をあげている。予防効果のメカニズムは複雑で他の不

飽和指肪酸と相互に関係し、プロスタグランデインの微妙なコントロールによって血清 LD L 

コレステロールの低下や血液凝固の抑制など解明が進んでいるが、他の栄養素との関係など実

験を続ける必要があり 、個人差も考えて臨床に応用すべきであろう。

糖床病患者にも投与例があり「がんJに対しでも予防的な効果があるとする学者も多いが、

更なる研究を必要とする。数年後に国民栄養摂取量等の改正を迎えるが’何らかの形で魚介類の

脂質 （E p A、DHA）の摂取量を盛り込みたい。

くはじめに＞ 内科の中でも私の専門は、初めは肝臓病学

をやってお り、それから脂質代謝の関係をや

り、現在高脂血症や動脈硬化を中心にしてい

ます。特に動脈硬化、あるいは高脂血症との

関係で、最近特に注目されているのは、Ep 

A等の魚、油、魚、の脂肪酸ですが、魚介類の脂

質には当然、EPA, DH Aの他にいろいろ

な成分が含まれており ますし、現在、我々が

気がつかないいろいろな作用を持ったものが

当然あるだろうと思います。

紹介頂きま した板倉でございます。国立健

康栄養研究所に勤めている関係でいろいろと

栄養と健康について相談を受けたり、特に厚

生省の国民栄養所要量の問題にかかわってお

ります。今日は魚介類の脂質の栄養について、

どちらかという と私の専門とするとこ ろを中

心にしてお話しますので、皆様のそれぞれの

立場で、何らかの形で生かして頂ければと思

います。

Nutrition of Fish Oils 
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我々はEp Aの開発等にも関係して、現在、

薬としてEp A製剤が使われておりますけれ

ども、 Ep Aも魚として食べる場合と、それ

からある程度精製して、 EPA, DH  Aある

いはその他の成分が含まれているものを取っ

た場合と、それから99%EP Aにしたものを

取った場合と、それぞれが違った効果が補え

るようであります。

これから私達のやっていることを含めて、

断片的な話でありますが、 Ep A、DH Aと

動脈硬化やその他の疾病との関係を中心にし

て、お話したいと存じます。

く多価不飽和脂肪酸の代謝と機能、必要量＞

図1は多価不飽和脂肪酸の代謝を示してい

ますが、 n 6系はリノーlレ酸から γーリノ

レン酸になり、更にジホモγーリノレン酸に

なります。これから第 1系列のプロスタグラ

ンデインが出来るのが特徴です。またアラキ

ドン酸（AA）からは第2系列のプロスタグ

ランデイン、第4系列のロイコトリエンがで

きます。 n-3系は αーリノレン酸から18:4

酸、 20:4酸を経てエイコサペンタエン酸（20:

5酸）となります。これから第3系列のプロ

スタグランデインと第5系列のロイコトリエ

ンができます。エイコサベンタエン酸（Ep 

図1：多価不飽和脂肪酸の代謝

n-6系脂肪II

リノ－ 1~11
18:2 • n-6 

、b
a・リノレンII
18:3 , n-6 

"' IPG1トジホモr-uJレンII
20:3 , n-6 

J, 
IPG2←一一アラキドンII
IL『41 20:4 , n-6 

+t 
ドコサテトラエン園陸

22:4 • n-6 

.~ ドコサベンタエン厳
22:5 • n-6 
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n-3系脂肪酸

d.－リノレン懐
18:3 , n-3 

＋ 
オヲタデカテトラエン敵

18:4 • n-3 

＋ 
エイコサテトラエン厳

20:4 • n-3 

~ エイコサベンタエン厳叫問｜
20:5 • n-3 [LT51 

＇！＇~ト
ドコサベンタヱン酪
22:5 • n-3 

-i-t 
ドコサヘキサヱン酸
22:6 , n-3 

A）からドコサヘキサエン酸（DHA、22:6)

に長鎖化と不飽和化が行われますが、この反

応は可逆的にも行われています。 AA, EP 

A, DH Aなどが生体内の作用で各種の疾病

と関係しています。

生体内ではこのような代謝系列が単独で行

われるわけでなく、またそれぞれの脂肪酸は

燐脂質或いはコレステロールなどとエステル

結合していて複雑になっています。

糖尿病患者とかその他の代謝異常を持つ方

は健康人と同じ代謝が行われておりません。

動物実験でもこれらの代謝実験が行われてい

ますが人間にどの程度当てはめられるかは不

明です。不飽和化反応や長鎖化反応がスター

トのリノール酸と α リノレン酸含量が違っ

た場合にどのように変わるか、または個人に

より年齢差により変わっていくかを解明する

必要があります。現在遺伝子のクローニング

をしていくと、変異体が見つかり個人によっ

て代謝の状態が違うことが見つかり、私達の

専門にしているコレステロールの代謝系でも

10人に 2、3人位は何らかの変異があるとさ

れています。

ある病態或いは個人差によって長鎖化や不

飽和化反応が十分でない場合、 Ep AやDH 

Aを補充すべきだと考えられます。現在は平

均値レベルで補充量を決めていますが、これ

からは個人に応じた必要量を見出して補充す

べきです。

表lはn-6系、 n-3系脂肪酸が欠乏し

表1: n・3系、 n-6系脂肪酸欠乏時の症状の特徴

The differing charactcristi目。fro3 and曲6essential fatty acid deficiencies 

Chmcal feat山田

81目 hcm1cal
ma『kers

曲3

normal skin, growth arid 

repr。duction
reduced lcammg 

abnormal elcctroretinogram 
impai同dvision 

p。lydipsia
de町宮ased18.3曲3and 22.6曲3
incrc温sed22・4ro6 and 22:5 ro6 
inc間出ed20.3曲9

(only 1f ro6 als。low)

曲6

growth rctardauon 

skm lesions 
問 productivefailure 

fatty lover 

凹 lydipsia

decreased 18:2 ro6 and 20.4 oi6 
increased 20:3曲9

(only if ro3 also 1。w)
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表2:n・3系脂肪酸の必要量（適量及び最低必要量）

Estimates or dietary requirements or OJ3 fatty acids 1n man 

Optimal Minimal 
requirement requirement 

I」nolenicacid 1 mg/day 860-990 290-390 

mg/day 1,220 

energy 'Mi 1.0-1.2 0.2-0.3 

energy 'Mi 0.54 

Long-cham曲32 mg/day 35ι-400 100-200 

ene唱y'lfi 0.4 0.1-0 2 

The estimates are b回 edon nutriti。nalmforma1ion and fatty acid changes observed m I 0 
P副1entswith曲3fatty acid deficiency ar1er supplementing with OJ3 Cally acids. 

’In the absence or dietary long-chain OJ3 fatty acids. 
' Dietary intake 。flinolenic acid below I 00 mg/day. 

た時の症状の特徴を示したものであり、 n -

6系は皮膚の変化、生殖機能の低下が特徴的

ですが、 n-3系は視力の低下、学習能の低

下が特色であると最近注目されております。

また n-3系の欠乏時には神経系、血液系、

皮膚系の症状に対し生化学的な変化が報告さ

れるようになってきました。

表2は、 n-3系の脂肪酸の必要量（適量

と最低必要量）を示したものです。 EPA, 

DH  Aの合計量で適量は350～400mg／日、

最低必要量は100～200mg／日とされており

ます。成人女性（実際には猿での実験）でn

-3系欠乏食を与えていると 8週日で血中濃

度は半分に下がるデータがあり、重症患者が

口から食べられなくなった場合非経口栄養が

必要となって、 Ep Aを含む n-3系脂肪酸

も補充された製剤が開発されつつあります。

く脂肪酸と発育〉

以上の必須脂肪酸欠乏症の中、注目されて

いるのは、 DH Aの不足による視力障害、弱

視を起こすことであり、それが発育時の学習

能低下に結びつくと考えられています。生下

時体重、頭の大きさ、脳の重量、あるいは胎

盤重量がAAやDH Aの供給量と関係してい

て、胎児期からの栄養分としてDH Aを含む

脂肪酸の重要性が明らかになっております。

図2は、胎児期の後半と生まれてからの大

脳における n 3系脂肪酸含有量を表してい

18 

図2：胎児・新生児大脳中のn-3系脂肪酸の増加

10 
Total oβ 

E
3
 

由
H
h

＝。E
E

y • -2.618.54+129.9x・0.276混Z
r • 0.993; p < 0.001 

,&" • ' ,:, •• • ' '••'I'••• ・・ ・・・ 1
30 ぬ’ 6 12 崎弘

weeks Months 

Postnatal accre1i。nor total OJ3 acids per whole cerebrum. The equ剖ion
曲。恥官h昌 beenc。mputed回 elusively叫由thep田畑atalcas田（n・13).ASlnp目natallire, 
in明開目ivelyor the larger揖aleunits，由e間叫師。rthe叫岨.uon(y)a問 givenin nmol per 
wh。le居間brum；混・凹剖C曲 目pti。nalage, in問 eb.

表3：大脳各組織におけるn-3系、 n-6系脂肪酸含有量

Comp。sitionof polyun日1uratedrany acids of cerebral cells and or伊 nelles

Total PUFAs 20:4 Ol6 22:6 Q)) 

Neurones 32 15 8 
Synaptosomcs 33 18 12 

Astrocyt白 29 10 II 
01唱。dendrocytcs 20 9 s 

Myclin 15 9 s 
Capdlanes 35 16 10 
Mit。chondria 30 16 12 
Microsomcs 29 II 12 
Reuna 45 s 35 
Photo問問ptormembrane 65 4 56 
Peripheral nerve 10 7 
Schwann目 Us 22 II 

R目ultsareexp同時edaspe町entat目。ftotalfany acids (mg%). Animals were fed standard 
labchow diet，回ntainingboth OJ3 and OJ6 falty acids. 

ますが、胎児期の40週位が一番増加率が高く、

この時期に n-3系脂肪酸をより必要として

います。もし摂取量が低ければ大脳の発育障

害を起こすことになります。表3は大脳の各

組織における n-3系、 n-6系脂肪酸を示

していますが、ニューロン中のシナプトゾー

ムにはAAが18に対し、 DH Aは12と差は少

なくなっています。網膜には DH Aが多く、

特にフォトリセプター膜にはAA4に対し、

D HA56と大差があります。

また動物実験でDH A欠乏食を与えると大

ILSl.(No.34) 93.3 



Life Science & Quality of Life 

脳皮質中のDH Aは2年後でも横ばいが続い

ていますが、網膜中のDH Aははっきり下が

ります。もちろん、対照群では生まれた時の

2倍近く増加しています。

人間の場合どこから不足していて機能が低

下すると言えばよいのか判明していませんが、

視力1.2の赤ちゃんに大量のDH Aを投与す

ると視力は 2に上がるだろうか、視力低下し

た高齢者にDH Aを与えると視力が充進する

だろうかの疑問が生じます。欠乏した時には

機能低下がはっきりしていますが、多量摂取

の時にこれが必要以上に上がらないかどうか

が問題点となると思われます。

く脂肪酸と虚血性心疾患＞

成人病として急性心疾患に代表される心筋

梗塞とか、動脈硬化に基づく大脳の血行障害、

脳梗塞などの血管症が増えてきています。痴

呆症の原因の一つに大脳微少循環系の障害が

あり、これらは全て脂肪酸と関係していると

考えられます。

地中海諸国とかオリープ泊を多く取ってい

る国では動脈硬化性疾患が少ないという疫学

調査で、その油に多いオレイン酸が冠動脈硬

化を予防すると言われています。これは飽和

脂肪酸を減らしてオレイン酸 (1価の不飽和

脂肪酸）を増やすと効果が出るので、日本人

の場合はただオリーブ油を増やすと全脂肪酸

のエネルギー比が増大して効果は上がりませ

表4：冠動脈硬化性心臓病死t率と血清コレステロール

工ステル分画中の不飽和脂肪酸（%）

c.>6 c.>3 

人種 1s:2 1s:2+20:4 1S:a+20:5+22:& 死C亡HD率

ヱスキモ一人 20 21 17 。
デンマーク人 53 54 7 ＋ 

スウェーデン人 59 65 3 ＋＋ 

アメリカ人 55 61 3 ＋＋＋ 

スコットランド人 50 56 3 ＋＋＋＋ 

7ィンランド人 43 48 2 ＋＋＋＋ 

動眠硬化を有する男性 39 41 3 ＋＋＋＋＋ 

高脂血症を伴う男性 33 36 4 ＋＋＋＋＋ 
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ん。

n-6系多価飽和脂肪酸を急性心疾患の第

l次予防と、既に急性心疾患にかかった人を

対象にした第 2次予防に使うトライアルは、

欧米諸国で行われてある程度の効果が報告さ

れていますが、日本ではそれほどでもありま

せん。ただし n-3系脂肪酸による第 l次、

第2次予防が有効であったという報告が多い

ようであります。

表4は各国民の冠動脈疾患による死亡率と

血清コレステロールエステル中の n-3系、

n-6系脂肪酸の関係を示していますが、エ

スキモ一人が死亡率が一番少なく、 n-3系

が多いことがわかります。日本人も欧米人に

較べて（ n-6)/ (n-3）比は低く、エ

スキモ一人と似た傾向が見られます。魚を食

べる人の方が食べない人より心筋梗塞等の発

症は少なくなっています。飽和脂肪酸（S)

と多価不飽和脂肪酸（p）との比、いわゆる

P/S比を高くした方が心筋梗塞が起こりに

くいという報告もありますが、有意差はなさ

そうです。その問題の一つはPの内容であっ

て、 n-3系と n-6系を区別して調査する

必要があります。

表5はグリーンランド・エスキモーとスカ

ンジナピア人の慢性疾患擢患率を比較した表

ですが、エスキモ一人には心筋梗塞が非常に

少なく Ep A等の効果が着目されるきっかけ

となった表で、逆に脳卒中などの出血傾向は

表5：グリーンランドエスキモ一人とスカンジナビア

人での慢性疾患曜患率の相違

脳卒中

急性心筋使S

’t•· 
積尿病

気管支噌息

甲状腺中毒

多鍵性硬化症

てんかん

慢性多発性関節炎

エスキモー人：スカンジナピア人

2: I 

I: 10 

I: 20 

まれ

I: 25 

まれ。
2: I 

低い

(Kromann and Green, ACTA Med S岨 nd208: 401, 1980.) 
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多く、 Ep A、DH Aのマイナス効果が注目

されます。

く脂肪酸と動脈硬化〉

動脈硬化の原因は、 LD Lが酸化変性を受

けたものをマクロファージが食べて泡沫細胞

となることが一因とされています。リポタン

パクが血管中で動脈硬化を起こすメカニズム

を図3に示してあります。いろいろな脂肪酸

ォユ

や薬剤を与えることによって動脈硬化が抑え

られるかが研究されています。一方動脈硬化

性疾患、血行障害に関しては血清凝固とか線

溶系などが関与していて、 Ep A、DH Aの

出血傾向も注目しなければなりません。

動脈硬化を促進する脂質の第一はLD Lで
あって、このLD L低下剤としてHMG-CoA

還元酵素インヒピターが世界的な薬として注

目されています。 LD Lの中でもApo-Bの

多いものは悪質であって、この種の因子が増

える体質の人はコレステロールが余り高くな

くても動脈硬化が進行します。また修飾（モ

20 

ディファイ） L D Lと言われているものも、

動脈硬化の直接原因となっているようで、酸

化によって生ずるもの、化学物質が結合して

出来たり、糖尿病や先天的な体質によっても

増えることがあります。カイロミクロンレム

ナントと言うのは食後の高脂血症であり、食

事中の脂肪が体内に入ってレムナントに変わ

り、これが多いと動脈硬化を起こします。 H

D Lが低いとコレステロールが血中から除け

ないために動脈硬化が促進されます（図4）。

図4：動脈硬化を促進するリポタンパク

Atherogenic Lipoproteins 

ApoO・100

ARTERY 
Oxidation ?Reduced 

Mmopnage Up1ake Tn，。mbolysis

欧米では飽和脂肪酸の摂取が多く、高エネ

ルギー食になり易いため、 LD Lが多くなる

と同時にHD Lも低くなり、煙草も HD Lを

下げると言われています。このように日常生

活、特に食生活の違いが影響を与えているよ

うです。

魚介類の脂質特にEp A、DH Aは冠動脈

疾患、動脈硬化疾患に対して好結果を与える

ようで、リボタンパクに対する作用だけでな

く血小板の凝集を遅らせるとか、血小板のサ

パイバルを延ばすとか、血圧を低下させると

かが指摘されているようです。
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表6:E P A、DH A投与による冠状動脈バイパス手術後の再狭窄防止効果の疫学的調査

Amela-anal拘isof co巾・olled!rials d自由。＞ii副 pplementson risk of r嗣 enosis,a出町dingto int＞開tiont。
treat 

No.。f阿世en悼 with同国・nosta 

Dally Odds Ra目。
do蝿 d Tre副m・ntc。n加 I(95%国間自由n回

T同副開祖M EPA+ DHA Du閣制。n group group llmlts) h幅帽n伺

18 g MaxEPA/d VS untrea柚d
gr四 P 5.5 g 6 months 8143 1813岨且27(0.1o--0.73) De畑 町 era乱開88)
9g釦perEPA/d暗

un同副回 gr酎再 4.59 6 m。同国 21/95 35199 0.52 (0.28--0.鈎9Mil帽『 eral. (1989) 
10 g MaxEPA/d時田岡rin.
(Pa祖師恒岡町副時幅

V閣制副田昌＠｝ 3.1 g 6m。川畑 町 初 8123 0.63 (0.1下＇－2.3司 C同喝剖副，（1鈎 0)
12gSu問 rEPA/d帽 F四mega

帽 0加eoil pla四国． 6g 6m開山S 44. 1 so 15172 1.58 (0.81-3.側円即時酎al.(1989) 
10g M副 EPA/dvs olive/ 
maize oil f>la周回． 3.19 4m町巾S 16152 W 弱 0.87 (0.31ト1.9句 G明 eral. (1989) 

109 u時間記踊回目昔、国l唱。1同国l 3.1 g 4 mont加 25167 21 ／•邑喧 1.16 (0.56-主.38)F市昭enel al. (1民間
MaxEPA = 17% EPA; 11.4% DHA 

刷 tria恰 119/427 1161351 0.80 (0.58-1.10) 釦同信州＝副首 EPA:20% DHA 
P市町陽ga= 28% EPA；’2% DHA 

表6はEp A、DH Aを投与して、冠状動

脈バイパス手術後、再狭窄を防止できるかど

うかの疫学調査をまとめたものです。投与量

は3g～6g／日で4～6ヶ月、対照は無投与

かオリーブ油、コーン脹芽油であって、全結

果総合では処置群は119/429再狭窄をおこし、

対照群は116/351であり、大差はないようで

す。しかし細かくみると処置群が有意差をも

って再狭窄を少なくする実験例もあります。

また各国の魚の消費量と冠動脈疾患との関係

を調べますと、魚の摂取量が一番少ないと冠

動脈疾患が多くなり、魚の食べる量を増やす

と減っていくオランダやウエスタンエレクト

リック社の例が見受けられます。しかし全然

魚を食べない群は同疾患は少なく、中程度食

べる群が多く、もっと多く食べる群では減っ

ているホノルル、ノルウェーの例もあります。

日本での疫学調査では千葉県の漁村と農村

の比較があって、漁民はEp Aを2.Sg、農民

は0.9g取っています。急J性心疾患は農村の方

が多く、漁民では血小板の凝集能が低下し、

赤血球変形能が高くなっています。 DH Aの

血中濃度は農民が4.5mol%に対し漁民は7.

lmol%と差があります。

その他いろいろ Ep A、DH Aを与えた実

験がありますが、コラーゲン凝集には有意差

がある例は少なく、出血時間延長の効果は定
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常的にみられる現象であります。

図4は動脈硬化進行の機序を示しています。

この中でLD Lの生成に脂肪酸がどのような

影響を与えるか、またLD Lが酸化を受け易

くなるのはどのような状態であるかが問題に

なっています。多価不飽和指肪酸は酸化を受

け易いが、ビタミン Eなどの抗酸化剤をその

割合だけ充分摂取する必要性が指摘されてい

ます。また魚、泊の摂取が血小板凝集を抑制す

るのはアラキドン酸を相対的に少なくし、ト

ロンボキサンAzの生成を抑えるからだと考

えられています。

く脂肪酸と高脂血症＞

血圧に及ぼす脂質の影響は、 P/S比だけ

では済まないし、 1価の不飽和脂肪酸、多価

不飽和脂肪酸の中でも n-6とn-3につい

て考えねばなりません。しかも個人差、遺伝

素因というものによっても違います。また動

物と人でもそれぞれ代謝が違うので、臨床の

場合には考えながら使っていく必要がありま

す。現在では、 C12～16の飽和脂肪酸はコレ

ステロールを増すが、 c18は余り作用しない

ことが定説になってきました。 C16の飽和脂

肪酸はC12～ C14に較べてHD Lを高めてく

れるというメリットもあるという報告があり

ます。
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ドは295から220に大幅に下がります。 HDL 

はほとんど変動がないようです。

図5はEp Aを1日2.7g投与群（黒丸）、

クリノフイプレイト（トリグリセライドを下

げる薬）群を対照群（白丸）とした実験結果

を図示したものです。総コレステロールは 5

%低下するのに対し、トリグリセライドは20

%近くまで下がり、 HD Lは変化していませ

ん。また植物油と魚油を投与して4週間の血

祭脂質の変化を見た実験では、コレステロー

ル、 LD Lについては有意差はありませんが、

トリグリセリドと VLD Lについては魚油が

下がっていて、植物油に較べて有意差がはっ

きりついています。表8は、グリーンランド

エスキモ一人、デンマーク在住エスキモ一人

とデンマーク人の血築脂質を比較した疫学調

査の結果ですが、同じ遺伝子の体質を持つエ

スキモ一人が、住む場所が違うと食べ物が違

い、デンマーク在住の方がコレステロールも

トリグリセリドも多くなり、そのレベルはデ

ンマーク人よりも高いことを示し、食事の影

響が大であることがはっきりしています。

次に、栄養研に数人の健康な方に寝泊まり

してもらい、 3食全部を栄養研で作ったもの

を食べてもらう実験を行いましたので、説明

n-6系のリノール酸はエネルギー比で 1

%を置き換えることによって総コレステロー

ル 5mg/ dl下げるという報告がありますが、

12%を越すと HD Lが低下するとも言われて

います。 n-3系はVL D Lを下げると共に、

トリグリセライドも下げるという特徴があり

ます。

表 7は、 EP Aをl.8g／日または2.7g／日

表7:E PA -E (2,700mg／日あるいは1,800mg/

日）を経口投与した患者の血清指質の変動

16 週S 週4 週。週

総コレステロール

(>220 mg/di) 

n=42 

242土38・・・

220士146・・・ 223士121・・・ 221士131・・・

を16週間与えた患者の血清脂質の変動を示し

たものですが、コレステロールは259が247に

下がる程度であるのに対し、トリグリセライ

平均土 SD

40士12

247±31・・

38士7

・：pc0.05 “；pc0.01 ・H pc0.001 

247±34・

40士8・

259士27

295土138

38士5

トリグリセリド

(>150 mg/di) 

n=27 

”DLコレステロール

(<45 mg/di) 

n=32 

図5：二重盲検法による Ep A投与と血清脂質の変動

Multicenter double blind trial of EPA supplements on hyperl 

in Japan. 
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表8：グリーンランドエスキモー人．デンマーク在住エスキモ一人および

デンマーク人における血禁コレステロールおよび血紫トリグリセリ

ドの平均値

図6：ヒ卜血清コレステロール濃度に
対する Ep Aの影響

タIJ－ンランド
エスキモー人

コレステロール（mmol//) 4.8 

トリグリセリド（mmol//) 0.43 

デンマーク在住
エキスモ一人

6.3 

1.12 

デンマーク人

5.9 

0.98 

Effects of EPA on Serum 

Cholesterol Levels 

（グループ聞の年鈴．性別一致）

エスキモ一人とデンマーク人の血小板中総脂肪重量における

n-3 PUFAとn-6PUFAの占める割合および出血時間

n-6 PUFA(%) n-3 PUFA(%) 出血時間

18: 2 20: 4 20: 5 zz: 6 （分）

エスキモ一人 3.9 8.5 8.0 5.8 

デンマーク人 8.2 22.1 0.5 1.5 

すべての差は統計学的に有意である（p<0.05)

します。試験期間は 2週間と短いものです

が、人間対象のこの様な試験としては、現在

ではこれが限度かと思われます。始めの 1週

間は脂質の n-3系を Oにし、他は日本人の

栄養所要量の理想的な食事に合わせ、個人の

体重も考慮して食べてもらいます。次の 1週

間は多価不飽和脂肪酸の 5分の 1をEp Aで

置き換えたものを与え、他は全く変えません。

もっと長期間試験したかったのですが、たっ

た2週間でも全コレステロールとトリグリセ

ライドははっきり下がった結果が出ています。

家に戻って自由食に戻るとどちらも上がると

いう結果となりました。このうちコレステロ

ールのみを図6で示します。トリグリセライ

ドはリノール酸のみの期間で下がり、 EPA  

に置き換えた期間はむしろ下がりがみられな

くなりましたが、もっと長期間見てみないと

トリグリセライドに対する効果はないという

結論は出せません。 LD Lについては個人差

がありますが、 Ep Aもある程度下げます。

HD Lは栄養所要量に従った食事の場合、少

し下がる傾向がありますが、低い人では自由

食にするとかえって上がる傾向があります。

ILSl.(No.34) 93.3 
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Apo タンパクに対する影響はApo Bも

EP  Aで下がり、 HD Lに関係するApo-A

I、AEはリノール酸で下がり、 Ep Aでや

や上がる傾向が見られました。 Apo-CEは

EP  Aで低下傾向がみられ、 Apo-C皿はリ

ノール酸で下がっても Ep Aの期間は下がり

が少なくなっています。 Apo-Eはトリグリ

セライドと傾向が似ていて、変化が少ないと

いった方がよいでしょう。

図7は、脂質の摂取が肝臓を介して血中リ

ボタンパクにどのように影響を与えるかを図

示したものの一つであすが、飽和脂肪酸の過

剰摂取がApo Bを含むVLD Lを増やし、

LD Lも増えてゆきますが、肝臓でのLDL 

取り込み機構（LD L受容体）の機能を抑制

するので、血中LD Lがまた増える傾向を示

しています。オレイン酸とかリノール酸、炭

水化物などはVLD Lをあまり増やさなくて、
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図7：脂質摂取のリポタンパクに対する影響
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Suppression of Other sites ＼ー／

LDL receptor 
activity 

LD L受容体も正常に働くので、これらは

高LD L血症を防いでいます。 n-3系脂

肪酸も同様に LD Lやトリグリセライドを

低下させ、糖質、アルコール類等の栄養過

剰による高VLD Lを抑えています。

表 9は魚、と魚泊とは同じ効果を与えるか

どうかをみる実験で、 FishOil ( E PA+) 

と言うのは精製してEp Aを主としたもの

であり、 Fish(DH A＋）と言うのは魚その

ままで当然DH Aを含んでいることを示し

ています。対照群と較べて魚でも魚油でも

図8：肝臓におけるApo-Alのメッセンジャー RNA  
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1.大豆油

2.サフラワ一泊

3銀ダラ油

4.イワシ油

5.牛脂

6.ヤツメ油

7.牛脂＋EPA

総VLD Lは下がりますが、 HD Lは増加

傾向がみられ、更にトリグリセライドの低

下は大きくなります。

フイブリノーゲンは魚油では下がりませ

んが、 DH Aを含む魚の方は下がっていて、

トロンボキサンB2がDH Aによって下がっ

ていることからも理由づけられます。血圧

に対してはこの両群で差はありません。こ

の他魚に含まれている Ep A、DH A以外

の成分についても分析して、

その生理活性を見て行く必

要があります。

次に栄養研で行った魚油

の効果を、 Apoータンパク

のメッセンジャー RN Aの

発現量で比較した動物実験

の結果を説明します。試料

は図8に示すように植物油

2種、魚油 3種、牛脂と牛

1旨にEp Aをイ寸力日したもの

合計7種で、コレステロー

表9：血清脂質に対する魚と魚油の影響の遣い

Ell・cctsof fish (DHA+) and fish oil (EPA+) on plasma lipids 

Fish Fish oil Control 

Plasma cholesterol, Aμmolll -0.41 -0.10 -0.40 

VLDL cholesterol, Aμmol/I -0.57・ -0.74・ +0.17 

HDL cholesterol, Aμmol/I +0.1 1・ +0.09・ -0.03 

Plasma triglyceride, Aμmolll -0.39・ -0.57・ +0.20 

Fibrinogcn, Ag/I -0.15・ +0.38 +0.18 

Thromboxane B2, Ang/ml -12・ +6 +17 

Bleeding time, Asec +43・ ー12 -25 

Systolic blood p問 ssure,Amm Hg -5・ -4・ -3 

•Significantly diflcrent from baseline diet. 
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ルを与えた場合、与えなかった場合のm-R

N Aの発現量を面積で示しています。図 8は

肝臓におけるApo-AIの例ですが、ヤツメ

ウナギ油とイワシ油で減少が目立ち、牛脂＋

EP  Aも下がっています。小腸におけるApo

-A Iも様態がやや違ってはいますが、ヤツ

メウナギ油、イワシ油は下がっています。

Apo-Bの場合は試料開の結果の差はApo-

Aほど大きくはありませんが、コレステロー

ルを投与した区ではイワシ泊の低下が目立ち

ます。 Apo-Eは試料による差があまりない

ようです。また肝臓中のApo-Alの発現を

E p AとDH Aで比較すると、 DH Aの方が

イ丘下する力が強いようです。

次にHep-G2という人の肝細胞を使い、培

養して各種脂肪酸を濃度を高く（250μ m、

500μ m）して、 Apoタンパクの発現量を見る

実験結果を説明します。表10は、 Apo-Bの

表10:Hep-G2肝細胞を用いた各種脂肪酸の
Apoタンパク発現量

E行ectof Fatty Acid on Relative Amount 
of mRNA of Apolipoprotein B in Hep-G2 Cell 

fatty acid 

stearic 

oleic 

I inoleic 

EPA 

250 μM 

176. 6 
157. 5 
55. 7 
84.9 

500 μ M 
84_ 3 
51. 3 
72_2 
93.5 

(no addition of fatty acid= 100) 

発現量を比較した表で、低いところでステア

リン酸、オレイン酸が多く、リノール酸は特

に抑える力が強く、 Ep Aも低下します。濃

度の高いところでは、全般的に抑制が見られ

ます。同じHep-G2でのApo-AIの発現量は

オレイン酸を100とするとステアリン酸は 2

倍位、リノール酸やEp Aは抑制する傾向が

あります。

ILSl.(No.34) 93.3 

この動物実験・細胞実験と、先に述べた臨

床実験とはやや食い違いがみられます。即ち

臨床実験ではEp Aに置き換えると HD Lが

上がって、 Apo-AIが上がりましたが、動

物実験では逆に抑えられました。即ち人で E

p Aを多過不飽和指肪酸の20%置き換えた

場合には、 Apo-AIを抑制すること無く、

代謝的には良い効果、即ちApo-AIを高め

ています。このようにHD Lは高められ、 L

D Lは低下するという結果から、人体の中で

はいろいろな代謝効果があるので、総合的に

この位の割合が良かったと思われます。動物

実験と人の臨床の場合との比較が難しい例で

あると思います。

く脂肪酸と高血圧〉

疫学的な多数例を対照にした報告があり、

まず高血圧患者を対照にした報告では、 Ep 

Aを2gとか、 DHA  2g位を数週間投与して、

収縮血圧、拡張血圧が数%下がったという報

告と効果がないという報告があります。 n-

3系脂肪酸を15g、4週間投与すると 5%血

圧が下がりましたが、 n-6系脂肪酸を39g

与えても変化がないという報告もあります。

次にほぼ正常者とされる人を対象にして魚油

等を投与して血圧に対する影響を見ると、収

縮血圧が10%近く下がるという報告と、拡張

血圧の方は下がりにくいという報告もあり、

ほとんど変化がなかったというものも含めて

まちまちな結果となっています。 Ep Aが効

果があるが、リノール酸も αーリノレン酸も

効果がなかったという報告も見られます。

次の表11は、 n-3系脂肪酸が血圧を下げ

るメカニズムを各ファクター別に見たもの

で、アドレナリン等にはあまり影響を与えず、

トロンボキサンA3プロスタグランデイン I3 

は濃度が高まれば血圧を下げる効果があるこ

とを示しています。

ナトリウムの排植が高まれば血圧は下がり

ますが、細胞内カルシウムは影響を与えず、
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を見る試験を行いました。高脂食ではインス

リン感受性が非常に悪くなって、糖尿病を悪

化させます。高脂食の餌の中で、リノール酸

の多いサフラワー油群と、それに 3分の l魚

表10:N・3系脂肪酸の血圧降下メカニズム

Mechanisms of bl。。dpressure-lowering effect 

by岨3p。lyun阻 turatedfatty acids 
(clinical studies) 

油を混ぜ、た群と、更に3分の 2魚油を混ぜ、た

高魚油群に分けてインスリンを投与し、糖の

取り込み量を見た結果を図 9に示しました。

Effect Parameters 

＋ 

＋ 

｛＋｝ 

図9：高糖質食、高脂食（高魚油食・高サフラワ一泊食）
でのインスリン感受性
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INSULIN CONCENTRATION. nM カリウムは影響を与えます。

高糖質食ではインスリンに対する糖の取り込

みが増えますが、高脂質食のうちサフラワ一

泊群では糖の取り込みは低下し、インスリン

を与えても糖が受け入れられない状態、すな

わちインスリン感受性の低下状態になります。

しかし魚油を混ぜ、ると感受性が高まり、 3分

の2まで置き換えると高糖質群の結果に近づ

きます。インスリン感受性が低くなった成人

型の糖尿病の場合、人でも同様ではないかと

考えられます。 1週間でこの差が顕著であり

ますが、 4週間では差がなくなるので、長期

間投与で維持できるかは疑問です。細胞内に

おける脂肪酸の分布、濃度勾配なども関係す

ると思われ、更に検討しなければなりません。

サフラワー油食と魚油食をネズミに 1週間

与えると、魚油群は対象群に較べコレスレロ

ールは特に下がり、 HD Lも下がっています。

ILSl.(No.34) 93.3 

く脂肪酸と糖尿病＞

n-3系の多価不飽和脂肪酸を 3g／日与

えると、インスリン感受性が高まるという報

告があります。またこれを lg～ lOg／日与え

ると glycaerniccontrolが悪化し、肝臓からの

グルコースの放出を高めて血糖を高め、イン

スリンの分泌量も低下するという報告から、

EP Aなどは糖尿病に良くないとも言われて

います。しかし表5にもある通り、エスキモ

一人には糖尿病は少ないのです。これはn

3系の脂肪酸がインスリン非依存性糖尿病に

対しては血糖をある程度下げる作用があるか

らだと思います。総合的に言えば、糖尿病の

患者に対し、血圧、血小板に対する影響も見

る必要があって、臨床的には魚油を与えては

いけないことはなく、適切な使い方をすれば

むしろ良い効果を期待できます。

動物を使い、糖質の非常に多い食品群と、

脂肪の多い食品群を与えてインスリン感受性
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いますが、本質的な治療は細胞の中に糖をう

まく取り込ませることであって、インスリン

感受性を改善することが大切で、魚油の効果

が注目されています。また糖尿病患者でEp 

Aの効果があるとされているのは末梢循環を

改善させることで、例えば指先が血行障害か

ら“えそ”を起こしているのを改善します。

このような末梢動脈の閉塞性に対する適用は、

現在Ep Aで承認されていて、臨床に使われ

ています。

人の場合、魚YHIを与えると HD Lは変わらな

いので、ネズミとは違うと思われます。

GLUCOSE T岡A”・p。RTERS面市町TACTAD’宅>CYTEI

図10：インスリン感受性に友ぼす糖輸送体の遣い
とサフラワー油・魚油の影響
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く脂肪酸とアレルギー疾患＞

特に乾癖に対する Ep Aの効果とアトピー

性皮膚炎に対して、 γーリノレン酸の効果が

研究されていて、気管支瑞息、リューマチ様

関節炎、 multiplesclerosisなどに対して魚油の

効果が調査されています。

乾癖は現在治りにくい病気のーっとしてい

ろいろと治療法が試みられていますが、 Ep 

Aの投与によって赤みが改善したり、捧みが

とれてきたという報告があります。この薬効

のメカニズムは表12のように考えられていま

す。即ち乾癖ではAA/E P Aの比が大きく

なっている状態で炎症が激しくなっています。

これを Ep Aを投与することによって改善す

るといわれています。気管支端息に対する E

p Aの投与は臨床的な改善は少ないですが、

リューマチ様関節炎に対しては炎症症状など

の改善がみられています。 γ リノレン酸を

投与した場合には改善がみられていないとい
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表11：乾癖に対する魚油投与とAA/E P A比

Rationale behind the use of fish oils for treating psoriasis. 

Psoriasis 

Normal 

Increased 

High 

Psoriasis + E同
treatment 

Normal Ratio of arachidonic acid to EPA 

引ipaxyベ↓
Ratio of leukotrienes leukotrienes 

of the to of the 
4・senes 5-series 

図10は、この実験で糖輸送体の違いと、サ

フラワ一泊および魚、油の影響を見たもので、

上はGlutlで、下はGlut4という輸送体です

が、 Glut4がインスリン感受性の高い方です。

Cはコントロール、 Sカfサフラ

ワ一群、 Fが魚油群を示します。

斜線の入った方がインスリンを

付加した方で、サフラワ一群は

いずれも対照群より低くなって

います。魚油群はGlut4で増加

しているのが見られ、この増加

が糖の取り込みを増していると

考えられます。糖原病の治療は

血糖を下げることを目標にして
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図11：アラキドン酸（AA）と Ep Aの白血球での
5・リボキシゲナーゼ代謝経路

AA EPA 
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MtEPAl.rらそれぞれのトリポキシゲナーゼ生成物を産生する

アラキドン厳（AA）と EPAの白血路での

トリポキシゲナーゼ代謝経路

う報告があります。 Ep AとAAを投与し

た場合に、お互いに酵素作用が措抗して反

応する結果、生成ロイコトリエン類の量に

差を生じ、臨床反応の違いにあらわれるの

ではないかと言われています（図11）。

く脂肪酸とがん＞

脂肪酸のがんに対する影響は、疫学的研

究、動物実験、細胞増殖による研究とたく

さん行われていて、現在では植物油以外の

リノール酸系はがんに対して良くないが、

魚油はむしろ予防の効果があるという報告

が一般的だと思います。乳がんに対する魚

油、午脂、植物油、それから低脂肪食の影

響を見た実験では、魚油群の生存率が52日

と長く、牛脂群の34日、植物油群の42日を

超えています。がんの原発層の重量は牛脂

群の33.3gに対し、魚油群は21.3gと低くなっ

ています。有意差は無いけれども魚油投与

群の方が腫蕩の発育が抑えられていると考

えられます。この実験で切除した後の腫蕩

の成長、発育ものでは有意差はでていませ

んが、腫蕩重量について牛脂群は6.9gに対し

魚、油群は4.lg、転移層は牛脂群0.8g、魚油群

でO.lgと魚、油群が少なく、差がみられます。

28 

＜健康に必要な魚・魚油の摂取量〉

これからの問題は健康者に対して、ある

いは病気の場合に、どの程度の魚や魚油を

摂取する必要があるかということです。数

年後に栄養所要量の改訂の際には、今まで

よりも明確に魚油の摂取量を言わなければ

ならない時イ℃になってきたように思います。

また高血圧、糖尿病の患者さんにどの位補

充すべきかを示す基準が必要となります。

私どもの調査では、日本人は現在、 n-

6系が約12gに対し、 n-3系は 2gか 3g、

あるいは 4g前後位取っています。図12は日

本人の摂取平均値を1960年～90年まで、飽

和脂肪酸（ SFA）、モノ不飽和脂肪酸

(MU FA）、多価不飽和脂肪酸（PUF 

A）に分けて、それぞれの食品構成比を表

したものです。 Oilsとあるのは植物油を中心

とした“見える油”と呼ばれるものです。

PUF Aで見ると、肉の量が増えて魚とほ

とんど同じになってきました。年々変化し

ている時期でありますので、魚の摂取の仕

方を考え、魚があまり食べられなくなった

場合には魚油として病気の治療や病態によ

っては予防的に補充した方が良いと思われ

ます。

ヨーロッパ、アメリカでは脂肪酸に対す

る指針が出来るようになって、個人の mini-

mumとして n-3系0.2（エネルギ一%）、

n-6系1.0が必要であるとしています。 W

H OなどではEp AとDH Aの合計を0.27と

いう指針を出し、 (n-6) / (n 3) 

比は難しいとは思いますが、 4位に維持し

たい。極端な意見を持つ方は、この比を 1

にするべきだと言われますが、これに対す

る根拠は不足しています。ただ魚油の効果

は今まで知られていない働きが期待されて

いるので、これからの研究成果を待ちたい

と思います。

ILSl.(No.34) 93.3 



Life of Quality ＆ Science Life 

図12:3種の油脂群摂取の平均値年次経過

Yeary Chages of average population intake of three kinds of fatty acids. 
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まだ具体的にどういう指導が一応望ましい

か、はっきり 言えないのですが、栄養所要量

の形のときには、やっぱり栄養素の型に分解

して、そこで審議をいたすような形になって

います。それを実際に応用して、栄養士さん

が活用していくためには食品とダブるか、そ

れを調整した機能性食品か、健康食品のよう

なものを応用していかないと、実際には使え

ませんので、栄養素から見た基準をもとにし

て、それを応用するためのもう lつのガイド

ラインみたいなものも必要になるかなという

気もします。

質疑応答

［国立栄研に人を呼んでやられました 2週間

の実験ですが、この際、 n-3リッチの区分

は、魚油として与えられたんですか、それと

ももっとピュアな Ep AかDH Aを与えたの

でしょうか］

EP Aだけは純化したものを、供与を受け

まして、それで脂肪酸だけを調整しまして与

えました。

［ランズ先生のエスキモ一人とデンマーク人

を比較した表には、がんの発症率が出ていま

して、そこにはほとんど差がないと思います。

わずか数%の発症率の遣いだと思いますが、

29 

［将来、日本人の栄養指針として魚油として

与えるほうを推奨するべきか、魚としてこれ

だけ食べた方カず良いというふうに指導される

のがよろしいのか、その辺のところのご意見

をお伺いしたい］
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一般的によく n-3系はがんを抑えるとい

うような、実験も大量投与によって、 n-3

系はがんを抑えるというのはよく出ておりま

すけれども、どうしてそういうふうに考えが

発展していったのか教えて頂きたい］

私どもはがんと脂肪酸については、公式の

場ではまだ結論を得られていないとしており

ます。 n-6系を与えると、動物実験でがん

がふえたというものあるんですが、その割り

に、そういうデータを見ても、がんの直接的

な誘因となっているかどうかという証拠は少

ないようであります。一方で、食品のアンバ

ランス、多価不飽和脂肪酸、特にリノール酸

をふやすことによって、ほかのものがある程

度犠牲になっていたり、あるいは動物実験の

条件がリノール酸が発がん性の誘因となって

いるかどうかという根拠には乏しいような実

験が多いのではないかと思います。例えばち

ょっとご指摘になったように、植物油は摂取

がふえていって、あるいは減っていくと、が

んがそれに伴って変化した場合に、それが油

脂にだけによるものかと決めつけるのは無理

ではないかと私は考えております。

魚油の場合にも、確かにいいとされますけ

れども、また一方では焼魚、の焦げがまた発が

ん性があるというレポートもあるようですし、

そうすると、魚、の調理ぐあいも非常に lつは

影響しているかもしれません。魚、魚油だけ

にがんの抑制効果があると言い切るには、ま

だちょっと根拠が不足しているのではないか

と思いますし、がんの予防だけを目標にして、

がんが防げるから魚を食べなさいと進めるに

は、言い切れないのではないかと思います。

そういうことで、がんとそういう脂肪酸に

よる影響は多少なり影響があるかもしれない

ですけれども、がんの発育に直接の主因とな

るよりは、むしろ別なもののほうがより影響

して、組み合わせで、ほかのもの、例えば戸

ーカロチンだとか、ビタミンAだとか、レチ

ノール（魚に存在している）、そういうもの
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の影響があるかもしれません。まだにわかに

は結論づけないほうがいいのではないかと私

は思っております。厚生省としての指針では、

がんの予防というのは私ははっきり言わない

ほうがいいんではないかと思っております。

［目に対する効果ですが、、あれはDH A特有

の作用と考えて良いですか、それとも、 Ep 

A、DH Aに共通の作用と考えたほうが良い

でしょうか］

私はもうかなり DH Aに特徴的なものでは

ないかと思います。 Ep Aではその機能を置

きかえることはできないのではないかと思い

ます。 Ep AからDH Aはある程度は形成は

されるかもしれいないと思いますけれども、

むしろDH Aとして補給、補充したほうが十

分効果が期待できるのではないかと思います。

［今の質問に関連して、 DH Aが不足すると、

視力が低下するということで、学習能の低下

もそれによるだろうかという先生のお話があ

りましたが、一般によく魚屋さんなんかに行

くと、魚を食べると頭がよくなるとかという

ポスターみたいなのを見るんですが、これの

効果が一番大きいと考えたほうがよろしいん

でしょうか］

まだ私も Ep A、DH Aを使ったそういう

学習能の低下を全部詳細に検討したわけでは

ありませんが、今まで幾つか見ていると、 D

H Aの欠乏群とそれからDH Aを十分与えた

分の群の比較ということと、それから学習能

をやるときに、光とか目を使った弁別機能を

主とした学習能を比較しているリポートが多

いようであります。そういう形で学習能を見

た場合には、目を介する学習力は非常に大き

いと思います。今まで見た範囲では、ネズミ

等では目を使った学習能の研究が多いようで

すので、それに対しては、視力の低下が主た

る要因になっているんではないでしょうか。

ただ、 DH Aは目だけじゃなくて、ほかの
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組織にもある程度あるので、低下した場合に、

どの程度の学習能の低下が起こるか、それは

まだはっきりわからないと思います。世間で

言われている頭がよくなるというのは、 DH 

Aが非常に少ない状態に対して、ある程度補

充したら正常に近づいてよくなるということ

で、現在普通にしている人がそれ以上に過剰

になった場合によりよくなるかどうかという

ことの研究はまだ行われておりません。

［基本的なことですが、魚油でいろいろ試験

されているようですが、、例えばコレステロー

ル、 トリグリセライドの低下ですけれども、

E p AかDH Aか、どちらがその効果の本体

なのかということと、単に n-3ということ

が効果があるのか、 Ep A、DH A、どちら

のほうが強力に効果があるのかをお聞きした

い］

今までの研究では、 n-3系の脂肪酸だけ

でも、 αーリノレン酸とそれから Ep AとD

H A、その聞にどういう効果の差があるのか

注目されるところです。今の実験もまだ不十

分だと思いますが、ほかの脂肪酸との割合、

比率というのが非常に影響しますし、総カロ

リーに占める比率によっても変わってきてし

まうので、実験が難しい。相対的に押しなべ

て言うと、脂質に対する影響はやっぱり Ep 

Aが一番強いのではないかと思います。その

次がDH Aで、その次がα リノレン酸では

ないかと思います。ただ、生体に入りますと、

その間にある程度相互に変換されてしまうし、

それからもう lつは、お互いの比率という問

題があって、必ずしもきれいなデータが出て

いない。幾つかのデータ等をあわせて、 LD 

Lコレステロールに対してはEp Aが一番強

いんだという結論です。人ではLD Lが一番

多くてHD Lが少ないが、ネズミにはHDL 

で行われていますので、 HD Lの動きが大き

いと、コレステロールの脂質の影響が非常に

動きが激しいので、そこで、ネズミはDHA 
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の効果がかなりよく出てくるという。人間で

は、ネズミで言われるほどDH Aの効果が強

くないのではないかと私は思っております。

[HepG 2セルを使ってApo-Bの量が指肪酸

によりどのように影響されるか見る実験です

が、指肪酸濃度が25 0マイクロモラ一、 5

0 0マイクロモラーというのは濃度が高すぎ

て細胞毒性が出てくると思われますがいかが、

でしょうか（表10参照）］

実際はもっと非常に小さいところから、も

っと高い濃度までずうっといろいろやって、

濃度を探したのですが、そのときに、 25 0 

マイクロモラーが増減の変化が一番大きいと

ころだったもので、一応そのときのデータだ

け示しているのです。もっと低いところでは、

差が全然影響ないところから少し変化のある

ところまで省いております。

［昔からちょっと疑問に思っていたことで、

例えば脳とか網膜にDH Aが多いのはよく皆

さんご存じの通りですが‘、 Ep Aが非常に少

ない。 n-3でも、 DH Aとか、似たような

nー3の指肪酸はある程度あるのですが、 E

p Aは非常に少ないというのはどういうふう

に考えたらいいのかお聞きしたい］

実際にはよくわからないのですが、その組

織中に、例えば網膜、あるいは目の視力に関

係する領域、あるいは大脳、小脳、脳のいろ

いろな場所、あるいは冠細胞とか、各組織に

よって脂肪酸の割合は非常に違ってきており

ますね。そこで、なぜ、網膜にDH Aがあれだ

け非常にたくさん集まった構造になっている

のかは、何か調整作用に基準があると思いま

す。いろいろ機能をコントロールしたり、変

えることができるようになりますので非常に

興味があるんですが、実際にまだそこまでは

わかっておりません。

［最近、 n-3、Ep AとかDH A、この辺
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が大変脚光を浴びてまして、研究も盛んにな

りましたが、日本人は何で頭が良いのかいろ

いろ調べていると、日本人の母乳には、欧米

人と比べてDH A量が3倍ぐらい多いという

ような話がございます。じゃ、今乳児に与え

ている人工乳にも DH Aを入れなければいけ

ないのではないかとか、いろいろ言われてい

るわけですが、この件に対しては、やはり D

H Aを添加していったほうがいいことは間違

いないと理解してよろしいですか］

そうですね。人間として必要なDH A、あ

るいはEp Aの量というのは、各年齢の時期、

例えば乳児期から幼児期、成人、高齢者にか

けて変わってくる可能性があるかと思います。

また、体質によって非常に多めにしたほうが

いい人と少ないほうがいいという人がいるか

もしれません。ただ、一般的に言いますと、

今言われたように、特に乳幼児期においては

DH A、あるいはEp A、そういうものを補

給をしなければいけないだろうと思います。

大体多くは土台の時期にある程度補給されて

いますので、欠乏症にはそうならないでしょ

うが、将来のためを考えた場合には、やはり

乳幼児期において、母乳で赤ちゃんを育てら

れないような場合には、そういうような母乳

に近い適切な量のDH Aを人工乳に添加すべ

きです。それ以外の魚介類の油脂もあるかも

しれないですが、はっきりしているのはDH 

Aです。

［その場合、 DH Aはいいんだけれども、 E

p Aはむしろ入れないほうが‘いいよという意

見もあると聞いていますが、その辺はいかが

でしょうか］

そういう点は余りはっきりわかりませんが、

EP AもDH Aのほうから逆反応である程度

できるということも言われますので、必要性

からいうと、 Ep Aはそれほどなくてもいい

かもしれないと思います。除く必要はありま

せん。
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板倉弘重先生御略歴

・国立健康・栄養研究所 臨床栄養部長

・老年医学会
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臨床代謝学会

臨床栄養学会

肥満学会

栄養食糧学会
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消化器病学会

肝臓学会 に所属
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I LS I JAPAN 

委員会活動報告及び1993年度活動計画

本項では各委員会委員長に、主として1992年度後期活動報告及び1993年度活

動計画を述べて頂きました。委員会組織図並びに1992年度前期活動報告につきま

しては、本誌32号（p.29～42）をご参照下さい。

広報委員会

委員長秋山孝

メンバー（0印：委員長 ．印：副委員長）

O秋山孝（長谷川香料（株））

末木一夫（日本ロシュ（株））

長尾精－（日清製粉（株））

雛本恵子（日本コカ・コーラ（株））

く活動報告＞

平成4年8月までの活動は「 ILS I ・イ

ルシー」のN0. 3 2でお知らせしたので、

今回は平成4年8月から平成5年1月までの

活動について述べる。

1.平成4年10月に仙台で開催された第2

回全国食文化交流プラザにおける、 ILS I 

JAPA N公開研究集会への対応

この会合において、 ILS I JAPAN 

は「エイジングと栄養Jについて公開討論会

を行った。このような会合は ILS Iの認知

度を高めるよい機会なので、広報委員会はポ

スターを作成し、大学、官庁および関連機関、

Re po吋 onthe Activities of 
ILSI JAPAN Committees 
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．青木真一郎（青木事務所）

野中満（サントリー（株））

林宏昌（味の素ゼネラルフーズ（株））

丸山孝（（株）ロッテ）

会員会社の仙台支社などに送付し、事前のP

Rを行った。また 10月25日の当日の参加

者には、広報委員会が新たに作成した ILS 

Iのリーフレットを配布し、 ILS Iの紹介

を行った。広報委員会からは丸山委員が仙台

に行き、広報活動に当たった。報告によると、

当日全体で35 0人が参加し、記帳した人は

1 5 0人程で、 15 0人の半数以上は栄養士

関係であった。なお北海道、広島、京都、東

京などの遠隔地からも参加があった。研究集

会の内容については「 ILS I・イルシー」

NO. 3 3を参考にされたい。

2.会員増対策について

IL S Iは、新会員を増やし、ますます活
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発な活動をして行かねばならない。現在の I

LS Iは栄養と健康が中心になっているので、

これに関連する食品、製薬、化学、化粧品、

トイレタリーなどの分野から勧誘したい会社

を検討した。その結果は役員会に提出した。

広報委員会としては、随時この作業を行って

行く必要があるものと判断している。

く本年度活動計画＞

1.会員との密なるコミュニケーション

機関誌「 ILSI・ イルシーjは、今年の

3月、 6月、 9月、 12月に発行されるので、

会員との密なるコミュニケーションをはかる

ため、編集委員会と連絡をとりながら随時ニ

ューズレター的なものを出して行きたいと考

えている。 ILS I本部からの情報や ILS 

I J AP A Nの研究委員会からの情報など

から、 ILS Iでなければ出せないものを選

んで、これを読む企業の経営者・管理者が興

味を持つものにしたい。この活動は新会員募

集活動を助ける手段の一つになればと思って

いる。

2 .業界紙とのコンタクトを始める

IL S Iのことが業界紙に載れば、多くの

人がILS Iを認知するようになる。問題、

テーマを選ぴ随時ニュースを提供するシステ

ムを築きたい。

3.広報委員会のレベルアップを計る

広報委員会の数社から、広報の専門家を紹

介してもらい勉強会をやりたい。その際は

我々の目的を明確にし、それにふさわしい方

を選定するようにする。

4. IL S I入会のメリットについて

会員増の活動において最も注目されるもの

である。これについては会員の希望を反映す

べく、目下鋭意検討中である。

5.広報委員の交代

味の素ゼネラルフーヅ（株）の大沢ひで委

員の代わりに、今年2月から同社の林宏昌氏

にお願いすることになった。

編集委員会

委員長青木真一郎

メンバー（0印：委員長）

0青木真一郎（青木事務所）

桐村二郎 (ILS I JAPAN) 

大沢満里子 (ILSI JAPAN) 

編集顧問：橋本重男（隻立印刷社長）

く活動報告〉

92年度前半の編集委員会の報告について

は「 ILS I・イルシ－J 32号に報告した

が、やはり92年度の最大の事項は「食品と
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日野哲雄（東洋製油）

福冨文武 (ILSI JAPAN) 

ライフサイエンスjが「 ILS I・イルシ

-Jと改題され、デザインも変わり新しい

体制で出発したことである。新しいスタイ

ルになって、 31,32,33号が発行され、季刊誌
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としての発行スケジュールがほぼ定着した。

IL S Iの重要な活動のーっとして、 32

号には小西副会長に「実験動物病理組織ス

ライドセミナーJについて、また33号には

名古屋市立大学の伊東教授に「 ILS I環

境保健研究所（HESI) Jの活動につい

て巻頭にご報告を頂いた。今後も ILS I 

の活動についての紹介を積極的に行ってい

きたい。

NG Oとしての ILS Iの国際的な活動

については、 HES Iにも関係が深いが、

32号に粟飯原副会長がILS Iの国際的な

活動と ILSI JAPA Nの科学研究活

動の意義について紹介された。 32号にはN

G Oとしての ILS Iの国際的貢献につい

て、特に昨年（1992)12月に開催されたF

AO/WH Oの国際栄養会議の概要につい

て、主としてWHO駐在のプジナ博士より

入手した事前の文書をもとに報告した。

昨年10月には ILSI JAPA Nの挙

蕃とエイジング研守且委員会が木村副会長の

ご指導を頂いて企画した公開研究集会「エ

イジングと栄養Jが第2回全国食文化交流

プラザ事業（みやぎ食祭）の一部として仙

台で開催され、 4人の講師の方々からご講

演を頂いたのでその抄録を33号に掲載した。

34号には油脂の栄蕃研空委員会の主催で11

月末に行われた板倉博士の魚介類油脂の栄

養に関する講演記録を掲載した。

広報委員会と ILSI JAPA Nの今

後の情報管理、流通のあり方について検討

した。

(1）以前に発行していたような速報性のある

“News Bulletin，，のようなものを復活し、 I

LSI JAPA Nの主要な行事の予告、

報告、本部や他の支部の活動の紹介などを

行二つてはどうか、（2)I L S I J A P A N 

として一般情報を会員に提供することの可

能性について討議した。会員に対する情報
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の提供は重要なことであり、広報委員会と

協力して、会員がILS Iに何を期待して

いるかについて総会その他の機会を利用し

て会員の意見を調査した上で再検討する。

「ILSI・ イルシー」の編集と配布な

どの参考として、昧の素（株）広報室青木

部長（昨年8月までバイオインダストリー

協会の機関誌「バイオサイエンスとインダ

ストリーj編集委員）のお話を伺った（12

月11日）。編集委員の紹介による原稿執筆

者（主として学会関係者）の確保や読者の

希望、編集委員会の運営などについて大変

有益な示唆を得た。この雑誌は企業会員と

学会関係者に配布されているが、購読層に

より雑誌の内容についての要望が異なって

いることが指摘された。

く本年度活動計画〉

1993年、編集委員会としては当面は以下

のようなことを検討していく。（1)I LS I 

本部との情報の交流を一層充実させるため

に、 1993年本部総会（ 1月 バハマ）の機

会に、本部の情報担当者と桐村事務局長、

福冨事務局次長が会談を行った。（2）各研究

委員会の活動の現状と予定について、編集

委員会に常に情報を提供して頂くように協

力を依頼する。（3）会員がILSI JAP 

A Nおよび「 ILS I・イルシー」にイ可を

期待しているかを把握し、今後の編集に反

映させる。（4）もっと長期的な（例えば最低

1年間）予定を立て、計画的な編集を行っ

ていきたい。
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栄養とエイジング研究委員会

委員長大田賛行

メンバー（0印：委員長・印：副委員長）

担当：木村修一－副会長【栄養とエイジング］ 粟飯原景昭副会長【総括】

0大田賛行（雪印乳業（株）） ・向後新四郎（白鳥製薬（株））

川野好也（日本コカ・コーラ（株）） 浜野弘昭（ファイザー（株））

桐村二郎 (ILSI JAPAN) 

＜活動報告＞

1. シンポジウム、講演会の開催

第2回全国食文化プラザ事業に参画すべく

企画書を作成すると同時に、講師及びテーマ

の選定に関し木村副会長の指導を受けて決定

した。

第2回全国食文化プラザ事業の「エイジン

グと栄養Jは10月25日（日）仙台の国際セン

ター会議室にて、座長の東北大学の木村修一

教授から「栄養とエイジングjに関して全般

のお話を頂き、また、各講師からは沖縄県副

知事の尚弘子先生「沖縄の長寿をもたらす食

生活の秘訣」、東京都老人研究所の柴田博先

生「日本人の食生活J、筑波大学の鈴木正成

先生「食事と運動」について講演をして頂き、

講演の内容の要約は、「 ILS I・イルシーJ
3 3号に掲載のため報告した。

2 .栄養とエイジングについて取り組むべき

課題の明確化

( 1 ) 「栄養とエイジング」に関して方向性

を探るため人間個体のエイジングを主体に、

栄養とエイジングの機能を細分化すると同時

に、細分化した細項目を整理分類し、まとめ

た。

( 2）栄養とエイジングの分類と、一昨年開

催した「第 1回栄養とエイジングjの国際会

議の講演内容を関連付け、マトリックスを作

成した。

( 3 ）栄養とエイジングの関連図を基に、
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「栄養とエイジング」研究委員会として取り

組むべきテーマや、第2回「栄養とエイジン

グj国際会議のテーマについて会員各社から

意見を徴集すべく、アンケート用紙を作成配

布し、 1月20日までに24社の会員より回答を

頂いた。

3. 「栄養とエイジング」研究委員会のアン

ケート結果

( 1 ) 「栄養とエイジングjに関する分類・

枠組みについての意見は、 「よいjが19件、

「まあまあ」が4件、 「不十分jがI件であ

った。

〔意見〕 「食行動」という表現は不要で「長

寿の条件jだけでよい。

細胞寿命と個体寿命は密接な関係があるが、

細胞寿命では遺伝子レベルでの細胞死を、個

体老化ではホメオスタシスなどの個体レベル

に分けるべきである。

栄養効果の小分類は臓器と免疫しかないがも

っと細かく分けるべきである。

( 2）第 1回「栄養とエイジングjの国際会

議内容との関係は表1のような集計結果にな

った。

( 3）平成5年以降「栄養とエイジング」研

究委員会でのワーキンググループのテーマと

しての希望については、

イ）エイジングと疾病（骨、循環器）との関

係 …15杜

ロ）脳の栄養と老化 …3杜
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その他：老年者の栄養問題、老人のl味覚・臭

覚の変化、老人の岨鴫力の変化、

老人の晴好（食事）の変化、高齢者むけの食

品開発などの提案がある。

＜本年度活動計画＞

国民の高齢化が急速に進んでいる現在、世

界ーの長寿国になった日本で栄養とエイジン

グに関する調査、研究を行うことの意義は非

常に深く、また責任も重い。健康な長寿生活

を送る上で、栄養の果たす役割は大変重要で

あるにもかかわらず、まだ多くの未知の問題

が残されている。新しい知見や未知の問題に

ついて一つ一つ情報を集め検討－し、整理し、

その成果が学術的評価を受け、ひいては広く

社会的寄与が期待できる水準の高いものとし

ていきたい。アンケート結果に基づき、栄養

とエイジンググループの研究委員会の再構築

を考えていきたい。尚、本研究会の内容に関

しては、木村副会長の指示を受けて進めてい

く。

1.委員会の活動

( 1 ）栄養とエイジングに関するシンポジウ

ム、講演会の開催

例えば、栄養とエイジングの概要、

脳の栄養について、

老年者の栄養諸問題など

( 2 ）栄養とエイジングに関する小委員会の

設立

①エイジングと疾病

例えば、骨（骨粗悪症など）に関するエイ

ジングと栄養

循環器（動脈硬化、高血圧症など）

と栄養

②脳の栄養と老化

例えば、老人における生化学など

に関して取り組むべき範囲や内容については

学識経験者からアドバイスを受け、情報収集、

具体的な方向性についてまとめていきたい。

エイジングに関しては全て食生活が共通項目

であり、具体的なテーマ、進め方、メンバー

については木村副会長と相談の上決定してい

く。

( 3) ILSI JAPAN Nutrition & Aging研究財団

創設への科学的基盤支援。

( 4 ）第 1回「栄養とエイジングj国際会議

の日本版プロシーデイング出版への協力。

表1：第1回「栄養と工イジング」国際会議のテーマの評価

大分類でのテーマ よい まあまあよい 不十分

エイジングと寿命 1 4 7 3 

エイジングと疾病の関係 1 6 6 2 

エイジングと食生活の長寿の条件 1 4 8 1、 1（無）

エイジングと食生活の栄養効果 1 3 1 0 1 （無）

エイジングと食生活の食品開発 9 1 4 

身体の変化の形態的変化 1 8 5 1 （無）

身体の変化の生理機能的変化 1 5 8 1 

脳の老化について今後取り組むべき 2 2 2 

老年期の心理、今後取り組むべき 1 7 7 

ILSl.(No.34) 93.3 37 



Life Science & Quality of Life 

安令性研究委員会

委員長大下克典

メンバー（0印：委員長）

粟飯原景昭副会長

O大下克典（キッコーマン（株））

天野健次（キリンビール（株））

諏訪芳秀（サントリー（株））

福富文武（ ILS I J AP AN) 

く活動報告＞

安全性研究委員会は、その進むべき方向と

する「テーマ」と「主な課題jを決めたまま、

未だ具体的な活動に入っておらず、宙を訪復

している状態である。早く軌道に乗せ、目標

に向かつて前進するよう努力しなければなら

ない。

これまでの経過の概略を述べると、まず、

「安全性研究委員会活動計画案検討会jを以

下のメンバーで設置した。

メンバー（敬称略、順不同）

粟飯原景昭副会長

浅居良輝（雪印乳業）

諏訪芳秀（サントリー）

荻原定彦（味の素）

天野健次（キリンビール）

大下克典（キッコーマン）

桐村二郎事務局長

福冨文武事務局次長

そして、合計3回の検討会を開催した。

第 l回： 1992年7月20日

第2回： 1992年8月7日

第3回： 1992年8月31日

これらの会合の結果を集約すると、『テーマ』

としては、 「安全性」＝「食品の安全性jで

あり、その中で特に「加工食品の安全性保証J
の問題を取り上げることになった。しかし、

38 

浅居良輝（雪印乳業（株））

荻原定彦（味の素（株））

桐村二郎 (ILSI JAPAN) 

これでも問題の焦点は明確でなく、行動をお

こす具体性に欠けるため、さらに議論を進め

た結果、最終的に到達した『テーマJは、

「加工食品の保存性と日付表示」であった。

さらに、この『主な課題Jとして

(1）加工食品の定義と分類（検討範囲）

( 2）加工食品の保存性と品質保証のための

評価法（PL問題を含む）

( 3 ）加工食品の「賞味期限（期間） J （ま
たは、品質保持期限（期間））と「食可能期

限（期間） （無害期限（期間））」の科学的

評価

［日付表示の科学的根拠及び法律的根拠（消

費者教育を含む）］

( 4) 「日付表示」に関する国際規格と諸外

国及びわが国の基準について（国際的調和の

方向性）

( 5）消費者（家庭）における貯蔵、調理と

保存性（開封後の保存性を含む）

以上が取り上げられた。

こうした食品の日付表示の問題に関しては

国内においても行政側、消費者側共に関心が

高く、メーカーの対応が非常に重要と考えら

れる。すでに、厚生省は昨年12月16日に「食

品の日付表示に関する検討会jを省内に設置

し、検討を開始した。そして、本年 1月5日

には、農水省と厚生省は食品の製造年月日の
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表示義務を廃止し、その代わりに賞味期限の

表示を義務づけて、早ければ来年（平成6年）

度から実施する方針を固めた、とのニュース

が流れた。

したがって、ここに取り上げた「テーマj

は非常にタイムリーであると同時に、その進

め方のタイミングが非常に重要であると考え

られるので、本安全性研究委員会で早急な対

応をしなければならない。

く本年度活動計画〉

2月23日に懇談会を開催してメンバーを募

集・決定し、 3月から第 1期として緊急な対

応を要する課題のみを扱い、短期決戦（ 1年

間）を目標に活動をスタートしたい。

会員の皆様のご参加、ご協力をよろしくお

願い致します。

バイオテクノ口ジー研究委員会

委員長倉沢嘩伍

メンバー（0印：委員長・印：副委員長）

O倉沢嘩伍（味の素（株））

・高野俊明（カルピス食品工業（株））

田中久志（三栄源エフ・エフ・アイ（株）

梅木陽一郎（三菱化成食品（株））

岡田孝宏（リノール油脂（株））

柿谷均（東ソー（株））

喜多村誠（ハウス食品工業（株））

小林忠五（昭和産業（株））

柴野裕次（サントリー（株））

高田祐子（日本リーパB. V. ) 

野崎倫生（高砂香料工業（株））

久田洋二（鐘淵化学工業（株））

大和谷和彦（大日本製薬（株））

く活動報告＞

1.バイオテクノロジー研究委員会は25社か

ら委員の参加を得て、 7月30日に初会合を聞

きスタートした。バイオ食品も実用化時代に

入札製品の市場導入や各国行政施策の動き

も急である。本研究委員会ではメンバーも豊

富であり、諸問題に対し掘り下げた対応が可

能であるので、次の3つの小委員会を設け分
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・岩崎泰介（雪印乳業（株））

安藤進（山崎製パン（株））

氏家邦夫（森永乳業（株））

大熊浩（（株）ロッテ中央研究所）

尾崎洋（（株）ヤクルト本社）

川崎正人（キリンビール（株））

黒島敏方（ライオン（株））

牛腸忍（長谷川香料（株））

清水健一（協和発酵工業（株）

立場秀樹（小川香料（株））

浜野光年（キッコーマン（株））

町田千恵子（ネッスル日本（株））

担して具体的活動をすることになった。

(1）情報小委員会（有用性、安全性、法規制

等の情報収集と共有化）

委員メンバーくO印リーダー＞：

0岩崎、梅木、大熊、尾崎、川崎、倉沢、

小林、牛腸、柴野、久田、町田

(2)P A小委員会（社会的受容性（PA）の

影響、実態の解析と対策）
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委員メンバーくO印リーダー＞：

0高野、安藤、田中、岡田、喜多村、倉沢、

黒島、清水、高田、立場、浜野

(3）国際シンポジウム小委員会（バイオ食品

の安全確保に関する国際シンポジウムの企画

運営（93活動計画参照））

委員メンバーくO印リーダー＞：

0倉沢、岩崎、氏家、柿谷、川崎、柴野、

高野、野崎、大和谷

p A小委員会では、早速活動計画について

討議を開始し、まずは“PAとは何か？”を

理解するために過去の成功例、失敗例から勉

強することになった。その手始めに、バイオ

食品指針作成にも大きな影響を与えたといわ

れる過去のSc p （石油タンパク）問題につ

いて勉強することになった。当時の開発担当

の方に講演をお願いしたところ前田茂氏（元

鐘淵化学）、大岩丈二氏（元大日本インキ化

学）のお二人とも大変快くお引き受け頂き、

第2回研究委員会として12月8日島根イン青

山にて講演会を開催することが出来た。

SC Pは飼料用の新タンパク質源として国

際的にも非常に待望視され、国内でも当初は

政府支援を受け、社会的脚光を浴びたもので

あった。それが一転して囲内においては、消

費者団体、マスコミ、行政、国会から虐めぬ

かれ葬り去られるという極めて異常ともいえ

る運命をたどった一方、これとは対照的に社

会主義国ルーマニアへの技術輸出は現在でも

6万トン以上の生産を続け、成功を収めてい

るということであった。バイオ食品を知何に

社会に受容してもらうかを考える上で大変参

考になるお話であり、特に挫折の原因解析が

示唆に富むものであった。
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今後も、いろいろな分野の先生方の講演会

を定期的に続ける予定である。

く本年度活動計画〉

厚生省並びに大谷班より協力要請を受けて

計画中の「バイオ食品国際シンポジウムjを

10月に開催する予定で、国際シンポジウム小

委員会を中心にプログラムを策定中である。

このシンポジウムでは、内外の産・官・学の

専門家によるバイオ食品の有用性と安全性、

安全配慮の具体的事例、食品行政についての

講演をベースに、組換え体を食することに対

する安全性の理解を深め、それを食しても心

配ないことを保証するための厚生省指針の策

定に資することになる。我々メンバーにとっ

ても、調査研究の成果を発表し、 ILS Iの

意見を行政へ反映させる好機であると考える。

情報小委員会、 PA小委員会では、今年度

の研究活動骨子に基づいて具体的目標を設定

し、本格的活動を開始する。活動を進める上

で、各分野の専門家を積極的に活用していき

たい。

各小委員会の活動内容はお互いに密接に関連

しているので、それぞれの進捗及び成果は適

宜全員が共有できるようにし、また半期毎に

は全体討議の場を持ちたいと考えている。
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油脂の栄養研究委員会

委員長日野哲雄

メンバー（0印：委員長・印：グループリーダー）

0日野哲雄（東洋製油（株）） ・高橋強（東京農業大学）

．野中道夫（大洋漁業（株）） ・森田雄平（不二製油（株））

岩田敏夫（リノール油脂（株）） 大藤武彦（鐘淵化学（株））

岡崎秀（大洋漁業（株）） 小田切敏（岩手大学）

落合董（昭和産業（株）） 木村省二（大洋漁業（株））

新免英央（サントリー（株）） 菅野貴浩（明治乳業（株））

中田勇二（味の素（株）） 橋本征雄（不二製油（株））

浜川弘茂（ライオン（株）） 藤原和彦（日本リーパ（株））

町田千恵子（ネッスル日本（株）） 丸山純一（ニチレイ（株））

八尋政利（雪印乳業（株）） 渡辺寿（日清製油（株））

麓大三 (ILSI JAPAN) 

く活動報告〉

昨年秋より、前報告に示したように「魚介

類の油脂」、 「畜産関係の油脂J、 「パーム

油関係の油脂jの3グループに分け、活動を

開始したが、 IO月には前科委員会者に呼びか

けて新委員の募集を行った。現在までに多く

の精鋭委員が応じられ、上記のメンバーで活

動を行っている。

11月から12月にかけ、グループ別に専門の

先生をお呼びしてミーテイングを聞き、広く

その分野の講演を聞いた後、活発な質疑応答

によって疑問点の解明がなされた。

1. 「畜産物油脂の栄養jグループ

11月20日、岐阜大学渡辺乾二先生を迎えて、

食文化研究財団に於いて14名のメンバーで開

催。卵黄の脂肪酸構成は短鎖を除いて飼料中

の脂肪酸の影響を受けるが、 トリグリセライ

ドの 1一位置は何れの場合も飽和脂肪酸、 2

一位置は顕著に不飽和脂肪酸で占められ、 3

一位置はモノエン酸が多いという報告、卵黄
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のコレステロールは通常の摂取（ 2～3個／

日）ではほとんど人の血中コレステロールに

影響を与えないこと、血中コレステロールが

体内で酸化を受けることが動脈硬化につなが

るなどの説明が行われ、最後の点でそのメカ

ニズムに質問が集中した。

2. 「魚介類油脂の栄養jグループ

「魚介類油脂の栄養」に関しては、 11月30

日、国立健康・栄養研究所臨床栄養部長、東

京大学医学部第三内科講師の板倉弘重先生を

講師に迎えて、全会員を対象にした講演会を

学士会館で開催した。参加者48名。講演内

容は本誌 16頁に全容が質疑応答と共に記さ

れている。我々がいつも問題視している動物

実験と臨床実験の違いで明解に説明して頂い

た。

3 . 「パーム油関連泊脂の栄養Jグループ

12月9日、不二製油（株）筑波研究開発セ

ンターで開催した。参加者12名。パーム油と

やし油の違い、ココナッツ泊との相違などの
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認識から始まって、日本に於いても世界を対

象にしてもこれから消費量が伸びると考えら

れる理由、栄養的にみても以前に較べて評価

が高まっていること、利用方面などを討論し

た。

く本年度活動計画＞

93年に入っても 1月、 2月にミーテイング

が行われ、メンバ一間での情報交換、各講師

による講演に対して共通した理解を深め、問

題点、の整理、レポートの目次を決めつつある。

93年度には各グループにおいてレポートの

目次に従って担当を決め、ミーテイング毎に

それぞれの報告について討論してゆく予定で

ある。ミーテイングは隔月毎に行う予定で、

場合によっては専門の先生に加わって頂き、

または木村修一副会長にもいろいろと質疑に

加わって頂いて内容を深めていきたい。

昨秋から今年にかけても「油脂の栄養」を

テーマにしたシンポジウムが各地で行われる

ので、新しい情報も加え、あるいは質問状を

出して問題点の解決をはかり、本年末にはレ

ポートの粗案が出来上がるところまでこぎ着

けたい。まとめ方は全体会議で調整をはかり、

また会員各位のご要望も充分お聞きし、報告

の中に盛り込みたいと考えている。

R F設す準備宮

日本国際生命科学協会事務局次長福富文武

く活動報告＞

Research Foundation （研究財団）の設立に

ついては、本協会の公益法人化の是非と共に

検討されてきた。 ILS I本部の Bylaw（定

款）において、 ILS Iのすべての事業体は、

原則として、 Incorporation（法人組織）であ

ることとしている。この方針は、米国で初め

て設立された IL S I Internationalの米国連

邦法に於ける位置づけに基づいたものである

が、その後設立された研究財団、その傘下に

ある各研究機関および日本以外の各支部は、

それぞれの設置国に於ける法制下で公益法人

の資格を有している。

日本支部に於いては、過去10年余の経緯並

ぴに法制上の関係から、これまで、支部とし

て法人化を進めることは敢えて行われなかっ

た。 1991年、協会設立10周年を迎えた折、こ

れだけの組織と事業活動を有する協会として、
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そろそろ法人化の研究をすべしとの理事会の

意向を受けて、 RF設立準備室が設置された。

この準備室は、まず外部専門家による中立

的な助言を得、さらに本部との連絡を密にし

ながら日本に於ける法人化のあり方を研究し

てきたが、 ILS Iの日本支部である本協会

については、現状のままとし、会員の総意を

得て、これから本格的に取り組むべき「エイ

ジングjに関する調査研究事業について、よ

り高度で幅広い活動を推進するために、研究

財団の設置が望ましいとの結論を得つつある。

この件については、 ILS  I本部も同様な

方向づけを示しており、 ILS  I総会（1993

年1月）に於いて、マラスピーナ会長から

『ILS I本部の研究財団としては、現在の

アレルギー、ヒューマン・ニュートリション、

トキシコロジ一、リスクサイエンスの4研究

機関の他には、エイジング研究所をもって最
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後の設立としたい。この場合、エイジング研

究所については、世界ーの長寿国であり、か

っ第一回「栄養とエイジングj国際会議を成

功させた日本に置くことが望ましいと思う』

と報告されている。

準備室としては、以上の意向を受けながら、

I L S I研究財団（米国ワシントンD. C. ) 

の一部門としてのエイジング研究所設置に伴

う、園内法上の関わりと必要な措置、囲内に

存在する長寿科学振興財団の研究部門、東京

都老人研究所及び他のエイジングに連なる研

究機関との重複を避けるための調査、設立に

必要とされる源資、人材等について、具体的

な詰めを行う段階にある。

エイジング研究所が取り上げるべき研究に

ついては、第一回「栄養とエイジング」国際

会議の議論をベースにして、栄養とエイジン

グ研究委員会が検討を進めており、その成果

を待ちたい。また、第二回国際会議が1995年

に予定されていることから、それまでに具体

的な骨格を形成していきたい。

会員各位のご支援と参画を希いたい。

く本年度活動計画＞

1.法人化を具体化するために、関係官庁へ

の接触

2.研究調査内容の枠作り

3 .源資についての基本的調査

「栄養学レビュー｜誌編集委員会

日本国際生命科学協会事務局次長福富文武

編集委員（0印：編集長）

0木村修一博士（東北大学農学部長）

小林修平博士（国立健康・栄養研究所長）

五十嵐惰博士（お茶の水女子大学教授）

井上修二博士（横浜市立大学医学部助教授）

編集協力：桐村二郎 (ILS I JAPAN) 福冨文武 (ILSI JAPAN) 

く活動報告〉

I L S I本部及びその版権所有者である I

LS I北米支部の厚意と支援により、世界随

一の栄養学レピュー誌である「Nu凶tion 

ReviewsJの日本語版、 「栄養学レビュー」

の第 1号が、 1992年10月に刊行されたことは、

本協会の歴史上の大事業の一つに挙げられよ

つ。
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「NutritionReviews」は、 1992年に発刊50

年を迎え、その表紙、仕様、内容を大幅に改

革した。この記念すべき50巻を、日本語版の

第l号に合わせたことは、極めて意義深いこ

とであり、ご同慶の到りである。

「栄養学レビュー」 （日本版）は、まずト

ライアルの気持ちで刊行を始めたため、当面

は四半期毎に、原誌の3号分を日本版の 1号
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に収載することとし、原誌の論文中日本の読

者に関心が強いものについては全訳、その他

については抄訳をする。さらに本部の厚意に

より、日本独自の論文（レピ、ュー）を挿入で

きることになった。

以上の原則により、日本版第 l号は原誌の

論文中15篇を全訳、 9篇を抄訳とし、日本の

論文として、国立健康・栄養研究所長小林修

平博士による「日本人の栄養と健康」が掲載

できた。

世界中で5,000部の発行とされる本誌をよ

り多くの日本の関係者、栄養学のみならず医

学、薬学等の関連分野の研究者、あるいは行

政関係者に購読してもらうため、日本版につ

いては（株）建吊杜に出版を要請することと

した。

この種の刊行物としては、安価とされる1,

800円／号は、その内容の深さから価値のあ

る設定との評判を得ている。

日本版第2号は、原誌の1992年4月～ 6月

分の中から全訳9篇、抄訳8篇、さらに日本

の論文として東北大学農学部長木村修一博士

による「長寿者の食生活の実態と動向jが収

載されている。

第3号については今春を目処に刊行が予定

されている。

ところで、本協会の10周年記念を祝して開

催された第一回「栄養とエイジングj国際会

議の講演録が原誌50巻12号において刊行され

た。世界に有数の本誌のレギュラー版に収載

されたことは極めて異例のことで、この会議

並びにその内容が、 ILS Iのみならず国際

的な栄養学グループにとって極めて関心が高

く、内容が優れていたことを意味している。

IL S I本部、原誌編集委員会（委員長：

I. ローゼンパーグ博士）に敬意と感謝を表

したい。尚、日本語訳による会議の講演録は、

「栄養学レビューjとは別冊の刊で（株）建

吊社から出版すべく、目下編集が進められて

いる。刊行は今春の予定。
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く本年度活動計画〉

1. 「栄養学レビューjの続刊

No. 2 ( 2月）～ No.6 (12月）

2.第一回「栄養とエイジングj国際会議講

演録（日本語版）の刊行

3. 「ILS Iヒューマン・ニュートリショ

ン・シリーズj （日本語版）刊行の検討

以上
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ILSI各支部活動の紹介

編集委員会

編集委員会では、 ILSI本部、北米支部に限らず広く世界各地にある ILS l支部の活動を随時報

告する方針であるが、今回は IL S I E u r o p e友ぴ ILSI North Americ aの

最近の活動から、以下のようなトピックスを取り上げ、紹介する。

1. ILSI Europ eのワークショップ

のリポート

ILSI Europ eは「毒性学j、

「栄養j、 「食品微生物J、 「天然毒性J、

「包装」などのワーキンググループ活動を行

っており、それぞれのワーキンググループは

更に当面する重要な課題を取り上げ、多くの

ワークショップを開催している。

毒性学のグループの活動のーっとして「新

規食品（NovelFoods）」を取り上げ、 1989

年に「新規食品の評価jに関する文書を作成

した。 1990年9月のワークショップにおける

討論でこの文書を、特に新規食品の栄養評価

について深く検討することが決定された。

新規食品の栄養評価については色々な科学

委員会や各国の政府当局からも要望されてい

る。

新規食品のリスクアセスメントのプロトコ

ールについては多かれ少なかれ国際的に承認

された基準が存在するが、栄養評価について

はそのような基準が存在しないため、評価手

段が国によって異なり、不必要な試験を行う

などの問題がある。

Activities of ILSI Branches 
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このため ILSI Europ eは、 1992

年9月28～30日ブリュッセルで「新規食品の

栄養評価」に関するワークショップを開催し

た。このワークショップは実際のケースの実

例を紹介し、それについて大学、政府機関、

産業界からの栄養学者、毒性学者を含む多く

の専門家により討論してもらうことを目的と

したものである。プログラムの最初の部分は

規制問題と栄養評価のための総合的な方法論

についての2つの序論的な展開を含んだもの

であった。

これに続くケーススタデイーはポテト、ト

マト、及び魚の遺伝子改変に関する 3つの発

表に始まり、これらは研究計画と結果の評価

についての良い実例であった。次いで、非常

に新しいタイプの新規食品、すなわち、海洋

性の巨大海草とマイコプロテインについての

討論があり、次のセッションでは新しい方法

（押し出し、マイクロウェーブ加熱及ぴすり

み製造）が紹介された。最後のセッションで

は、新しい食品成分ー オレストラ、ホホ

パオイル及びビートファイバーが紹介された。

EDITORIAL COMMITTEE 
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個々の発表は単独の文献として Intema-

tional Journal of Food Science and Nutritionの別

冊号に掲載される。総合討論もおそらく独立

した文献として同じ雑誌に発表される予定で

ある。それぞれの発表で講演者は適切な毒性

研究と耐性研究を含む栄養評価プログラムに

関しての展望を示した。可能な限り、人の試

験を含む栄養学または毒性／栄養合同研究の

理論的基礎と原則も発表された。

多くの一般事項が確認され、広範な討論の

主題となった。一つの厄介な問題は、 OEC 

D （経済協力開発機構）のリポートに最初に

現れ、その後多くの場面で使用されている

“Substantial equivalence （実質的に同等）”

という用語についてであった。この用語はむ

しろ限られた物に適用され、主として遺伝子

改変による製品に使用され、新しい手段やマ

イコプロテインのような新しい食品には使用

されるべきでないということが合意された。

また毒性学的評価には、常に栄養学的側面

が含まれるべきであるということが認識され

た。無機質の相乗作用、バイオアベイラピリ

ティーに影響する構成物質の存在、食品に対

する耐性などのためにそのような考慮は不可

欠である。

栄養評価に生理学的評価をどの程度まで含

めるべきであるかが討論のもう一つのトピッ

クであった。ある種の新規食品は主としてそ

の健康増進の目的のために開発されたもので、

血清コレステロール、体重量及び血圧に対す

る影響は当然のことながらその栄養評価に含

まれてくるであろう。それにもかかわらず、

そのような知見は表示上の表現に関する規制

に反することがある。また薬理学的効果は新

薬評価同様に取り扱われるべきである。

試験法に対する指針についても討論され、

詳細な標準的プロトコールを開発することは
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容易でなく、更に検討する必要があるとの合

意がなされた。新規食品という概念は余りに

広いので、厳密なプロトコールを作り上げる

ことは不可能である。しかし、指針は必要で、

ある程度まではできあがっている。従って、

関係ある研究所、規制当局及び食品産業から

の専門家より成る独立の専門グループが必要

であると痛感された。そのような専門家グル

ープの最初の仕事の一つは、仕事の重複を避

けるため現存する文書、規準、報告書などを

確認することである。

方法論のその他の問題として感受性の高い

グループや特に注意しなければならないグル

ープのかかわり合い、及び彼らの日常の食事

の中で、どのように個々の製品を試験するか

ということなどが含まれた。

2. ILSI Europ e総会における記念

講演

ILSI Europ e総会において、アイ

ルランドのダプリンにある TrinityCollege医

科大学 MichaelGibney教授が行った「ヨーロ

ツパ連合における栄養」と題する講演は、最

近のEC市場統合問題とも関連し、重要な内

容を含んでいるので以下にその要点を紹介す

る。

栄養学は生理学や生物化学とほぼ同じ時代に

始まり、最初の頃は生理学や生物化学と同じ

ようにエネルギー代謝、窒素代謝、微量栄養

素や必須アミノ酸の発見と生理活性のような

領域の研究が主体であった。アカデミックな

研究は動物を使用する動物栄養の分野に始ま

り今世紀前半に成熟し、第二次世界大戦後は

ラジオアイソトープやその他の新しい研究手

段の登場により目ざましい進歩を遂げた。ヒ

ューマンニュートリション（人間栄養学）は
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ロンドン、ケンブリッジ、ローマ、ボストン

等の中心的研究所で行われていたが、最近に

なって冠状動脈系心疾患や血中コレステロー

ルの問題と関連し急速に関心が高まった。今

日のヒューマンニュートリションは主に動物

栄養学研究所の研究者の中から生まれたもの

である。 （例：アパーデイーンのロウエット

研究所、ワーゲニンゲン農科大学、コベンハ

ーゲンの王立農科大学、フランスの INRA）。

ヨーロッパにおいて科学としての栄養学の最

近の問題を以下に展望する。

栄養学者とは何か？ 栄養士とは何か？ こ

の単純な質問は長い間議論されてきた。栄養

士よりも栄養学者を定義することは難しい。

色々な医学領域の専門学者はそれぞれの領域

に関係のある栄養学について専門知識を持っ

ているが、栄養学者ではない（例：心臓血管

疫学者の食事と心疾患の関係に関する知識）。

これに比して栄養士は食事を通じて疾患の治

療を助ける資格のある職業である。しかし栄

養士の資格はヨーロッパの各国によって水準

が異なっている。栄養士はある国ではヘルス

ケアーに大きな役割を持っているが、またほ

かの国では病院のコックとあまり変わりない

役割しかない。医学者が栄養学に大きな関心

を持つことは歓迎すべきであるが、栄養学は

医学や疫学の一部門ではなく、あくまで独立

した科学であるべきである。

E Cメンバ一国における栄養学者と栄養士の

教育に差があるように、栄養学の経験の深さ

にも差がある。ほとんどの国には栄養学会が

あり、これらは上部団体としてヨーロッパ栄

養学会連合（FENS）に所属している。 F

EN Sは4年ごとにヨーロッパ栄養会議を主

催し、次は1995年にウィーンで開催される。

アメリカのアメリカ実験生物学会連合（FA

SE B）の姉妹組織としてヨーロッパにはヨ

ーロッパ実験生物学会連合（EUSEB）が

ILSl.(No.34) 93.3 

あり、栄養学、免疫学、薬学、生理学、生物

化学、遺伝学等の学会が加盟している。 Eu 
SE BはFEN Sの活動のレベルを向上する

ことを要求しており、事務局長である私もこ

れを歓迎している。

FEN S以外にもヨーロッパの栄養問題に関

係のあるいくつかの組織がある。

ヨーロッパ栄養学者グループ（GEN）は特

別組織で、 2年ごとに会合を聞き、議事録を

出版する。ヨーロッパ食餌療法協会連合（E

FAD）は4年ごとに会議を聞いている。ヨ

ーロッパ小児及び胃腸栄養学会（ESPAG 

N）は名前の示す通り小児栄養に最も関心を

持っている。ヨーロッパ非経口及び腸管栄養

学会（ESPEN）は自身の雑誌を発行して

いる。 FEN Sは自身の雑誌を発行してはい

ないが関係のある雑誌としては Annalsof 

Nutrition and Metabolism （栄養と代謝年報）

がある。特定の団体の機関誌ではないが、 F

EN Sにも関係ある雑誌としてはEuropean

Journal of Nutrition （ヨーロツノf栄養雑誌）が

ある。

ヨーロッパにおいてはこのように栄養学に関

し色々な組織があり、分散しているので、こ

れを統合するために、現在ヨーロッパ栄養学

研究所設立が提唱されている。このメンバー

は各国の栄養学会を通じて加入するのではな

く組織に直接加入する。メンバーは栄養学の

領域で学術的な業績のある人に限られ、フル

メンバーと準会員に分けられる。私はこのヨ

ーロッパ栄養学研究所設立に賛成であるが、

各国の学会の力を弱めることには懸念を持っ

ている。ヨーロッパの分散する栄養関係のグ

ループはいずれにしでもある統合的な組織の

下に結集しなければならない。

次は栄養学研究の費用の問題であるが、他の

科学と同じように最近2つの大きな変化が起
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きている。第一の変化は全体の予算が減少し

ていることであり、第二は社会的、経済的に

意味のある研究をする傾向である。第一の変

化について言えは芹ヰ学は国の予算に依存する

その他の色々なものと共存していかなければ

ならないものであるということ、また第二は

栄養学に対する懸念の原因で栄養学の連邦的

な規模に対する係わりのあるものである。栄

養学研究の政策を決定する多くの人にとって、

食と慢性疾患の関係、これに関しての消費者

教育の二つのことが主たる考慮すべきことで

あるように見られる。疫学関連及び消費者関

連の栄養学は、財政的な面で現在最も有利で

ある。栄養化学の基礎的な研究は関心を引き

つけるのがますます困難になってきている。

例えば低脂肪食は栄養疫学領域で無批判に

「良いjと見られている。総コレステロール

はこのような食事では一般に低い。このよう

に望ましく見られる効果を示し、心疾患以外

の慢性疾患に対する利点の拡大を確かめ、消

費者がますます低脂肪食を受け入れるように

教育するプロジェクトに研究資金は提供され

る。一方、この分野の研究をしている栄養生

化学者にとっては、低脂肪食は一般にHDL 

コレステロールを低下させるので、このこと

は理解しがたいことである。 HD Lコレステ

ロールは心疾患を防ぐので低下は望ましくな

い。なぜ、HD Lコレステロールは低脂肪食に

すると低下するのであろうか、菜食主義者の

ような一生涯に亘る低脂肪食が低HD Lコレ

ステロールにならないのはなぜか、というよ

うな基礎的な栄養学の問題の研究には余り研

究費が得られるとは思われない。その他にも

タンパク質の栄養についても重要な基礎的な

研究があるが、このような研究は研究費に恵

まれているとは思われない。基礎的な栄養学

研究に研究費を投資しなければ我々の将来は

暗い。

E Cでは過去10年間、栄養学の研究は国境を
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超えた共同研究に向かつてのかなりの進歩が

みられた。ヨーロッパ各国に亘るいくつかの

栄養学のプロジェクトが活発に行われている。

例えばセネカプロジ、エクト（2,600人の人々が

関係する老年栄養学プロジェクト）、ユーロ

グロース（2,500人の子供の成長を調査し、チ

ャートを作り体脂肪分布の研究をする）など、

大規模な研究プロジェクトがある。これらの

プロジェクトはヨーロッパ各国の研究者が共

同して行っているが主として食、ライフスタ

イル、疾病パターンの地域差を対象とするも

ので、やはり疫学が中心で基礎栄養学に関す

るものは少ない。

次にEC諸国の栄養学研究の調和をはかる必

要性を考える。例えば食品摂取データは栄養

学者にも規制当局にとっても重要なものであ

る。現在9つのメンバ一国で国の食事調査を

行っているが、その方法は全部異なっている

（サンプリング、年齢カテゴリ一、食品分類、

栄養素分類）。私の大学（抽町College医科

大学）ではこれらのデータをもとにデータベ

ース（Foodand Nutrition Atlas of Europe）を作

成している。このようなデータベースの編集

についても方法の調和は重要である。

現在ある食品摂取のデータベースは規制当局

に新しい食品成分に対する人の暴露評価を可

能にしている。しかし新しく開発された新食

品成分、新素材、例えば製菓用低カロリー澱

粉が市場に導入された後の摂取データに与え

る影響については、ヨーロッパ全体を通じて

未だ十分に検討されていない。さらにヨーロ

ッパ連邦としてどのように食品摂取のデータ

をとるべきであるかという問題がある。もし

全体だけでなく各国の実状を把握するような

調査を行うとすれば、サンプル数が膨大なも

のとなり、コスト面から調査が不可能になる。

ヨーロッパ全体に亘る新規な食品の市場導入

後の定期的な調査が必要であると思われる。
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E Cの市場統合により、例えばFA Oが毎年

出している食品バランスシートに、 EC12ヶ

国でなく ECとして一本化されて国別のデー

タが発表されないようになれば損失であり、

それには反対である。ヨーロッパには多様な

食生活パターン、ライフスタイル及び疾病パ

ターンがあり、そのため全ヨーロッパに亘る

疫学調査は大変興味あるものである。しかし

そのためEC全体に亘る食品、栄養政策には

限界があり、極めて原則的なものに止めるべ

きである。 ECの組織の中で食品、栄養政策

に対する関心の程度には差がある。私は「食

品に関する科学委員会Jがこのような政策の

責任をとるべきであると考える。

ヨーロッパにおいても将来はアメリカのFA 

SE Bの役割のように、 EUSE Bが製品の

安全などについて産業界の指導的な立場をと

り、 Sc Fと相談してアメリカにおける GR 

A S決定のような役割を演じることが考えら

れる。

最近規制当局は、あまりに多数の申請がある

のでその処理能力を超えている。新製品の認

可を申請する産業界はもっとコスト負担をす

るべきであると思われる。

最後に、ヨーロッパにおける基礎栄養学の統

合、もっと多くの大学がこれに参加すること、

EUSE Bがアカデミックで指導的な力を持

つようになり、盛んな人の交流を含む産業界

と大学の連携、ヨーロッパの栄養学者による

栄養学の雑誌の発行を希望する。この講演は

ヨーロッパ連邦の重要な問題についての私の

個人的な見解を示したもので、特に解答を求

めるものではないが妥当なものであると，思っ

ている。
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3 . I L S I North America の食品微生物委

員会の活動

I L S I North Americaの食品微生物委員会

の活動は1987年に始まり主として食品関連の

微生物病原が人の健康に及ぼすリスクを排除

する目的でこれが食品の製造、流通、貯蔵、

及び使用に与える影響を調査してきた。委員

会の関心の中で際立つたものは Listeria

monocytogenesの蔓延、毒性、検出、予防、

生育および絶滅の問題である。その他食品産

業にとって重要な 5つの病原体が委員会の継

続的な追跡の焦点となっている。すなわち病

原性Escherihiacoli, Salmonella, Campylobacter 

jejuni, Y ersinia enterocolitica及び、Clostridium

botulin umである。研究を支援し科学的情報を

普及させるという ILS Iの使命に沿って、

委員会は以下のような 3つの主要な目的を持

っている。

－研究とシンポジウムを支援することにより、

食品関連の病原と微生物による障害の、より

よい理解を促進させる；

・シンポジウムを主催し、出版物を推進させ、

関係のある政府当局、業界団体その他の団体、

および食品関連の病原に関心のある個人と直

接の連絡を保つことにより、食品関連の病原

に関する情報を一般大衆と共有し、対話を促

進する；

・食品関連の病原の理解とコントロールを助

けるような現在の情報を委員会のメンバーに

提供する。

［研究支援］

今日まで、委員会は約100万ドルの研究資金

を提供してきた。研究の最初の2年間に L.

monocytogenesの毒J性、その存在の迅速で感

度の高い検出法、加工環境におけるコントロ

ール方を探求する12のプロジェクトに資金を

提供した。今まで12の科学論文と 6つの抄録
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が委員会の支援した研究から生まれた。委員

会が支援している科学者達は、食品中の L.

monocytogenes検出の感度、特異性及びスピ

ードを増加させるため核酸プロープポリメラ

ーゼ、鎖反応（PCR）及ぴモノクロナル抗体

の評価と開発を行った。 L.monocytogenesの

病原性の理解を促進する必要性を理解して、

委員会は有毒性株と無毒性株を区別する技術、

毒性の変化の確認、なぜこれらのどこにでも

いる微生物が食品由来の疾病のもっと共通の

原因ではないのかに対する説明の研究を行っ

ている研究者を支援してきた。 L.monocyto-

genesの生存と生育の理解の向上についての

関心から、委員会はある種の殺菌及び包装そ

の他の手段が食品中の微生物を抑えるのに使

用できるのかに関する研究を支援するように

なった。これらの研究の最初の段階の結果を

評価した後、委員会は1990年と 1991年に毒性

の強い株及び小数の L.monocytogenesの検出

を改良するためのDN Aプロープと Pc R分

析を研究する研究者にさらに支援を提供した。

さらに委員会は Escherichiacoli 0157:H7とそ

の病原の存在の結果、食品産業が直面するで

あろう問題に関する研究を支援することを決

定した。委員会が支援している研究者はこの

病原性大腸菌の人、牛、小売り食品への蔓延

を研究し、色々な株のサプタイプの分類のた

めの挿入指紋法の開発についての研究も行っ

ている。第三段階の研究に対する支援の優先

順位を決める参考に、委員会は1991年にCD 

c （疾病コントロールセンター）、 FD A及

ぴUSD Aが食品病原物に関してどのような

研究が重要であると考えているかを明らかに

するために会談を行った。この結果に基づき、

委員会はさらに 7つのプロジ、エクトを支援す

ることを決定した。研究者は現在食品中の

L. monocytogenesの生育を阻害する二次的障

害物の効果、食品中の存在のもっと迅速な定

量法の開発、及ぴ同じような菌株を区別する

ための「指紋」技術の開発と評価について研
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究している。

［会合］

委員会は食品関連の病原と微生物による障害

に関する情報交換を広め、合意を促進するた

めに、この3年間に 3つのワークショップと

討論会を主催した。さらに食品由来の微生物

病原に関するシンポジウムをこの夏に開催す

る計画に発展している。このシンポジウムは

国際的な科学者のパネルが8月1日から 4日

までアトランタに集まり、 L.monoc戸ogenes,

Escherichia coli 0157:H7, Campylobactedこつい

てわかっていることと、それらの食品安全性

に対する影響について検証することになって

いる。またこれら病原に関する国際的な問題

が討議され、この分野における ILS Iの活

動を特集するセッションが予定されている。

このシンポジウムは国際ミルク、食品、及び

環境衛生学者協会の年次総会と同時期に開催

され、その登録者すべてに開放されている。

この会に関する予告は学会誌とニューズレタ

ーに掲載され、また今後の ILS Iニュース

に追加の情報が掲載される予定である。

［会員とスタッフ］

14の会員会社が現在食品微生物委員会の活動

を支援している。キャンベル・スープ杜の

G. M.エパンコ氏が委員長を勤め、副委員

長はクラフト・ジェネラルフーズのP. A. 

ホール氏である。ジョージア大学のマイクlレ・

ドイル博士とブラウン大学及びロードアイラ

ンド記念病院のマルゲリート・ニール博士が

学術顧問である。
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“毒性学の将来への展望”
国際シンポジウム

ご参加へのお誘い

国立衛生試験所 林裕造

奈良県立医科大学小西陽一

既に配布済みの案内書で御承知と存じま

すが、本年4月19日および、20日の両日に「毒

性学の将来への展望」と題する国際シンポジ

ウムが東京の椿山荘において開催されます。

主催は、国際生命科学協会 (ILSI ）の本

部と日本支部で、日本毒性病理学会、日本製

薬工業協会、奈良県立医科大学、および奈良

市の積極的な後援が得られております。

演題として国立がんセンター名誉総長の杉

村隆先生による Keynotelectureを始め、毒性

試験／評価をめぐる主要問題についての圏内

外計20名の権威者による口演が予定されてい

ますが、本シンポジウムの目的は、これらの

口演と討論を通じて、現行の毒性試験／研究

ならびに毒性学への導入が期待される新しい

技術／方法についての問題点を整理し、毒性

試験／安全性評価の将来像を理解し合うこと

にあります。御存知の通り、生命科学分野の

飛躍的な進歩に伴われて、毒性試験／安全性

評価の方法は転換期を迎えつつあります。現

ILSl.(No.34) 93.3 

在、日本、 USおよびECの間で進められて

いる医薬品を対象とする毒性試験ガイドライ

ンのハーモナイゼーションの会議においても、

議論の中心が、新しい研究知見／技術を導入

して毒性試験／研究をいかに近代化すべきか

の問題に向けられています。ここで、毒性試

験／研究の近代化とは、現行の検証的毒性学

から飛躍して、作用機序／体内動態等につい

ての解析的知見を統合してヒトに対する影響

を予測する体制を整備／確立することにある

と言えます。このような国際的な動向への対

応は、毒性試験／研究機関における重要な検

討課題でもあります。

以上の観点から、今回のシンポジウムはま

さに、時期を得た企画であり、毒性学を含め

た各種試験／研究機関の実験担当研究者のみ

ならず、むしろ試験／研究の管理の任に当た

っておられる研究者の積極的な参加が望まれ、

ここに会員各位の御一考をお願い申し上げる

次第であります。
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日本国際生命科学協会活動日誌
(1992年11月1日～1993年1月31日）

11月5日 広報委員会 於： ILSI JAPAN 
仙台に於ける「エイジングと栄養j公開研究集会の結果報告、会員増
を図るための広報活動、会員への情報提供方法等について検討。

11月6日 編集委員会 於： ILSI JAPAN 
外部通信機関の情報活用の検討、機関誌「 ILS I・イルシー」 33 
号の編集及び34号の発行予定日、内容の検討。

11月20日 油脂の栄養研究委員会懇談会
演題：畜産脂質の栄養
講師：岐阜大学教授

渡辺乾二博士
参加者： 14名

於：食文化研究財団

11月24日 科学研究企画委員会 於： ILSI JAPAN 
1992年度に於ける活動の総括及び1993年度の活動計画について検討。

11月30日 ILSI JAPA N講演会 於：学士会館
演題：魚介類脂質の栄養
講師：国立健康・栄養研究所臨床栄養部長

板倉弘重博士
参加者：48名

12月8日 バイオテクノ口ジー研究委員会懇談会於：島根イン青山
演題： Sc P開発経緯について

ーその安全性と社会的受容性一
講師：大岩丈二先生（元大日本インキ化学）

前田茂先生（元鐘淵化学工業）
参加者： 29名

12月9日 油脂の栄養研究委員会 於：不二製油
つくば研究開発センター
ノfーム油関連油脂の栄養についての検討終了後、同社のご厚意により、
つくば研究開発センターを見学。

12月11日編集委員会懇談会 於： ILSI JAPAN 
「ILS I・イルシーJの編集の参考として、味の素（株）広報室青

木部長（昨年8月までバイオインダストリー協会の機関誌「バイオサ
イエンスとインダストリー」編集委員）のお話を伺った。

12月15日広報委員会 於： ILSI JAPAN 
ILSI JAPA Nの会員増加対策及び広報対象としてのエイジン
グ問題について検討。

12月18日編集委員会 於： ILSI JAPAN 
「ILS I・イルシー」 33号の発行完了に伴い、今後における編集

上の反省点及び検討を要する事項について討議。
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1993年
1月11日 役員会 於：フォーシーズンズホテル椿山荘

IL S I本部総会対策及ぴ1993年度に予定される国際シンポジウム
等について討議。

1月19日 油指の栄養研究委員会 於：大洋漁業
魚介類の脂質の栄養に関する検討項目の討議及び昨年11月30日に開
催した「魚介類脂質の栄養J講演会の講演要旨作成の検討。

1月22日 ILSI本部総会に出席
～28日 1月22日より28日までパハマに於いて開催された ILS I本部総会、

Branch meeting, WHO/FAQ Coordinating Committee, RSI/HESI Joint 
Program等に、木村副会長を代表として、杉田本部理事、ファイザー
（株）笹山杜長，浜野氏、ハウス食品工業（株）柴原氏、桐村事務

局長及び福冨事務局次長が参加し、報告並びに討議を行った。

1月22日広 報委員会 於： ILSI JAPAN 
1993年度における広報委員会としての年間活動計画について検討。

1月27日編集委員会 於： ILSI JAPAN 
「ILS I・イルシーJ3 4号の発行予定日、掲載予定内容に関する

原稿入手状況等進捗状況の検討。
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ILSI JAPAN 出版物

（在庫切れのものもございますので、在庫状況、値段等は事務局にお問い合わせ下さい）
＊印：在庫切れ

OILSI JAPA N機関誌

（食品とライフサイエンス）

No. 1 特集発会にあたって、栄養専門家会議、骨代謝とミネラル ＊ 
No. 2 特集最近における癌研究、食品添加物の最近の考え方 ＊ 
No. 3 特集食塩の摂取について、ミネラル代謝 ＊ 

No. 4 特集 日本の塩の需要供給の現状 ＊ 

No. 5 特集 IL S Iの動向

No. 6 特集砂糖をめぐる健康問題、 ILS I概要

No. 7 特集 「食品添加物摂取量調査」 WG報告
No. 8 特集 「食塩JWG報告

No. 9 特集 「骨代謝とミネラル」 WG報告

No. IO 特集 「砂糖JW G報告
No. 11 特集健康食品、日米の比較

No. 12 特集安全性評価国際シンポジウム（ 1 ) 

No. 13 特集安全性評価国際シンポジウム（ 2 ) 

No. 14 特集安全性評価国際シンポジウム（3 ) 
No. 15 特集食用油脂成分の栄養性と安全性

No. 16 特集 創 立 5周年を迎えて
No. 17 特集食事と健康国際シンポジウム
No. 18 特集食事と健康シンポジウム (1)

No.19 特集食事と健康シンポジウム（ 2) 

No.20 特集動物実験の現状と問題点

No. 21 特集食用油脂と脳卒中虚血性心疾患

No.22 特集栄養とフィットネス

No. 23 特集新技術利用発酵食品の基礎と社会的評価

No. 24,25 特集 ILSI JAPAN7周年記念フォーラム
No.26 特集食品の安全、ダイエタリーファイパー、機能性食品

No. 27 特集 イシューマネジメントと ILS I 

バイオテクノロジーに関する規制の国際動向

No. 28 特集食餌制限と加令、米国における健康・栄養政策
No. 29 特 集 創 立10周年記念特別号

No. 30 特集第 l回国際会議「栄養とエイジングJ

(ILSI ・イルシー）

No. 31 特集新会長就任挨拶、栄養とエイジング研究の方向性
エイジング研究とクオリテイ・オブ・ライフ

No. 32 特集委員会活動報告

No. 33 特集化学物質の安全性評価、 「エイジングと栄養J公開研究集会

No. 34 特集魚介類油脂の栄養、委員会活動報告
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0ワーキング・グループ報告シリーズ

No. 1 「食品添加物の摂取量調査と問題点j

No. 2 「子供の骨折についての一考察J
No. 3 「食生活における食塩のあり方（栄養バランスと食塩摂取）」

No. 4 「砂糖と健康」

No. 5 「食と健康j

No. 6 「日本人の栄養J
No. 7 「油脂の栄養と健康」

0国際会議講演録

「安全性評価国際シンポジウム講演録j

「ノtイオテクノロジ一国際セミナー講演録J ＊ 

「第 1回国際会議「栄養とエイジングj講演録J （編纂中）

OILS Iライフサイエンス シリーズ

No. 1 「毒性試験における細胞培養J(U.モーア）

No. 2 「Ec Cにおける食品法規の調和j ( G. J.ファンエシュ） ＊ 

No. 3 「AD I」 (R. ウォーカー）

No. 4 「骨粗怒症J (B. E. C. ノールデイン、 A. G.ニード）

No. 5 「食事と血紫脂質パターンj (A. ボナノーム、 S.M. グランデイ）

0最新栄養学（第5版）

O最新栄養学（第6版）

"Present Knowledge in Nutrition, Vol.5及びVol.6の邦訳本が、 （株）建吊社から市販。

0バイオテクノロジーと食品 （株）建吊杜から市販。

0FAO/WHOレポート「ノtイオ食品の安全性」 （株）建吊杜から市販。

0栄養学レビュー（NutritionReviews日本語版）

（株）建吊社から市販。 （季刊）
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ILSI 出版物

（以下の ILS I出版物は、いずれも英文で、スプリンジャー・フェアラーク杜から市販されて

います。購入ご希望のかたは、お手数ですが下記注文先まで直接お問い合わせ下さい）

注文先：イースタン・ブック・サーピス（株）固（03)3818・0861

0実験動物の臓器別病理学モノグラフ・シリーズ

市fonographson the Pathology of Laboratory Animals" 

・ Cardiovascular and Musculoskeletal Systems 

・ Digestive System 

・ Endocrine System 

・Eye and Ear 

・ Genital System 

・ Hemopoietic System 

・ Integument and Mammary Glands 

・ Nervous System 

・ Respiratory System 

・ Urinary System 

回（03)3818・0864

0 IL SI ヒューマン・ニュートリション・レピュー・シリーズ

”ILSI Human Nutrition Reviews" 

・ Calcium in Human Biology 

・ Diet and Behavior : Multidisciplinary Approaches 

・ Dietary Starches and Sugars in Man: A Comparison 

・ Modem Lifestyles, Lower Energy Intake and Micronutrient Status 

・ Sucrose 

・ Sweetness 

・ Thirst 

・ Zinc in Human Biology 

0 IL SI モノグラフ・シリーズ

”ILSI Monographs" 

・ Carcinogenicity 

・ Assessment of Inhalation Hazards 

・ Inhalation Toxicology：τ'he Design and Interpretation of Inhalation Studies and Their Use in Risk 

Assessment 

・ Biological Effects of Dietary Restriction 
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・ Monitoring Dietary Intakes 

・ Radionuclides in the Food Chain 

0℃urrent Issues in Toxicology" 

・ lnte中retationand Extrapolation of Reproductive Data to Establish Human Safety Standards 

ONutrition Reviews誌（月刊）

0Caffeine : Perspectives from Recent Research 

0Dietary Fibre -A Component of Food : Nutritional Function in Health and Disease 

下記出版物は、直接 ILS I本部へご注文下さい。

International Life Sciences Institute 

。”PresentKnowledge in Nutrition" （第 6版）

会員の異動

理事の交代（敬称略）

玄品主且 誕

国 001-1-202・659-0074

圃 001・1-202・659-8654

国

1992.12 

組織名

旭電化工業（株） 理事研究企画部長

安田望

研究企画部長

西原昭雄

脱会

且会主且 組織 名

1992.12 糖質事業開発協議会

1992.12 三国コカ・コーラ・ボトリング（株）
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日 本国際生命科学協 会会員名簿（アイウ工オ順）
[1993.1.31現在］

会長 角田俊直 昧の素（株）常任顧問 03・5250・8304
104 東京都中央区京橋1-1 5ー1

副会長 粟飯原景昭 大妻女子大学教授 03-5275-6074 
102 東京都千代田区三番町 12 

，， 木村 修 一 東北大学農学部長 022-272・4321
980 宮城県仙台市青葉区堤通雨宮町 1ー1

今 小西陽一 奈良県立医科大学教授 07442-2-3051 
634 奈良県橿原市四条町84 0 

イシ 十河幸夫 雪印乳業（株）専務取締役関西本部長 06-397-2014 
532 大阪府大阪市淀川区宮原 5-2ー3

。 戸上貴司 日本コカ・コーラ（株）取締役上級副社長 03-5466噌 8287
150 東京都渋谷区渋谷4-6ー3

，， 山本 康 キリンビール（株）取締役副社長 03-5485-6112 
150 東京都渋谷区神宮前6-26-1

本部理事林 裕造 国立衛生試験所安全性生物試験研究センター長 03-3700-1141 
158 世田谷区上用賀 1-18-1

，〉 杉田芳久 昧の素（株）理事 03-5250-8184 
104 東京都中央区京橋1ー15-1

監事 印藤 元 一 高砂香料工業（株）顧問 03-3442-1211 
108 東京都港区高輪3-19-22

// 難波靖尚 前（財）食品産業センタ一理事 0423-93-1050 
189 東京都東村山市萩山町4-13ー7

顧問 森実 孝 郎 （財）食品産業センタ一理事長 03-3716-2101 
153 東京都目黒区上目黒 3-6ー18 TYピル

，〉 石田 朗 前（財）食品産業センタ一理事長 03-3445-4399 
108 東京都港区高輪 1-5-33-514
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理事安田望

里， 新村 正 純

。 高木 紀 子

。 鈴木 嘉 之

今 岡本 悠 紀

。 早川和雄

。 平原恒 男

今 斎藤 成 正

。 柳瀬仁茂

＃ 寺西 弘

。 高木ヤスオ

// 入江義人

。 河野文雄

。 渡辺猛

。 東 直樹

，， 秦 邦男

// 落合 董
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[ 33号より会社名アイウ工オ順

旭電化工業（株）理事研究企画部長
116 東京都荒川区東尾久8-4-1

昧の素ゼネラルフーヅ（株）取締役研究所長
513 三重県鈴鹿市南玉垣町6410

（株）アルソア総合研究所次長
150 東京都渋谷区東2ー 26-16

渋谷HAN Aピル

エーザイ（株）食品化学事業部長

112-88 東京都文京区小石川 5ー5ー5

小川香料（株）取締役フレーパー開発研究所長
115 東京都北区赤羽西6ー 32-9

鐘淵化学工業（株）取締役食品事業部長

530 大阪府大阪市北区中之島3-2-4

カルピス食品工業（株）常務取締役
150 東京都渋谷区恵比寿南2-4-1

キッコーマン（株）研究本部研究推進室長
278 千葉県野田市野田 39 9 

キューピー（株）研究所副所長
183 東京都府中市住吉町5ー 13 -1 

協和醗酵工業（株）取締役

03・3892-2111

0593-82-3186 

03-3499-3681 

03-3817-3781 

03・3900-0155

06-226-5240 

03-3713-2151 

0471-23-5515 

0423-61-5987 

酒類食品企画開発センター長 03・3282・0078
100 東京都千代田区大手町 1-6-1大手町ピル

クノール食品（株）常務取締役商品開発研究所長 044-811-3117 
213 神奈川県川崎市高津区下野毛2-12ー 1

三栄源工フ・工フ・アイ（株）理事学術部長 06・333・0521
561 大阪府豊中市三和町 1-1-11

三共（株）特品開発部長 03・3562・0411
104 東京都中央区銀座2ー 7-12 

サンスター（株）常務取締役国際研究開発本部長 0726-82・7970
569 大阪府高槻市朝日町3ー 1

サントリー（株）研究企画部長 03・5276・5071
102 東京都千代田区紀尾井町4・1

ニューオータニガーデンコート 9F

十傑製紙（株）常務取締役研究開発本部長 03・3211-7311
100 東京都千代田区有楽町 1-12-1

昭和産業（株）油脂事業本部製油技術長 03・3257・2104
101 東京都千代田区内神田2ー2-1
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理事 片岡 達 昭和電工（株）理事品質保証部長 03-5470-3591 
105 東京都港区芝大門 1-13-9

。 向後新四郎 白鳥製薬（株）常務取締役技術部長 043-242-7631 
261 千葉県千葉市美浜区新港54 

// 萩原耕作 仙波糖化工業（株）取締役会長 02858・2・2171
321-43 栃木県真岡市並木町2-1ー 10 

，， 成富正温 大正製薬（株）取締役企画部長 03-3985-1111 
171 東京都豊島区高田3ー24-1

// 柴田征一 大日本製薬（株）食品化成品部市場開発部部長 06-203-5319 
541 大阪府大阪市中央区道修町2-6-8

’u 山崎義文 太陽化学（株）代表取締役副社長 0593-52-2555 
510 一重県四日市市赤堀新町9ー5

’切 野中道夫 大洋漁業（株）理事中央研究所長 0298-64-6700 
300-42 茨城県つくば市和台 16ー2

’h 小 林茂夫 大和製纏（株）常務取締役 03-3272・0561
103 東京都中央区日本橋2-1ー 10 

// 石田幸久 武田薬品工業（株）ヘルスケア事業部
商品企画部長 03-3278・2450
103 東京都中央区日本橋2-12-10

4’ 伊藤 博 田辺製薬（株）研究統括センタ一所長 06-300-2746 
532 大阪府大阪市淀川区加島3ー16-89

’ー 原 健 帝人（株）医薬企画部長 03-3506-4529 
100 東京都千代田区内幸町2ー 1-1 

。 金井 晃 東ソー（株）東京研究センタ一生物工学研究所長 0467-77-2211 
252 神奈川県綾瀬市早川 2743-1

ゐ 石川 宏 （株）ニチレイ取締役総合研究所所長 0423-91-1100 
189 東京都東村山市久米川町 1-52-14

今 越智宏倫 日研フード（株）代表取締役社長 0538-49-0122 
437-01 静岡県袋井市春岡 72 3 -1 

// 長尾精一 日清製粉（株）理事食品研究所長 0492-67-3910 
354 埼玉県入間郡大井町鶴ヶ岡 5ー3-1

’u 神田 洋 日清製油（株）取締役研究所長 045・461・0181

221 神奈川県横浜市神奈川区千若町 lー3

’ー 神 伸明 日本ケロッグ（株）代表取締役社長 03陶 3344-0814

163・05 東京都新宿区西新宿 1ー26ー2
新宿野村ピル27階
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理事 岡田 実 日本食品化工（株）研究所長 0545-53”5964 
417 静岡県富士市田島30 

2》 田中健次 日本ペプシコ社技術部長 03-3584-7343 
107 東京都港区赤坂1-9-20第 16興和ピル

ゐ 藤原 和 彦 日本リーバB.V. 03-3499-6061 
テクノロジーグループ マネージャー
150 東京都渋谷区渋谷2・22・3渋谷東口ピル

,,_, 末木 一 夫 日本口シュ（株）化学品本部 03-5470・1702
ヒューマンニュートリッション部学術課長

105 東京都港区新橋6・17・19新御成門ピル

ゐ 藤井高任 ネッスル日本（株）学術部長 03-3432-8269 
106 東京都港区麻布台2-4ー5

’u 杉j宰 公 ハウス食品工業（株）常務取締役 06-788・1231

577 大阪府東大阪市御厨栄町 1ー5ー7

,,_, 秋山 孝 長奇川香料（株）理事 03-3241-1151 
103 東京都中央区日本橋本町4-4-14

’シ 笹山 堅 ファイザー（株）代表取締役社長 03-3503-0441 
105 東京都港区虎ノ門 2ー3-22第一秋山ピル

今 森 田雄平 不二製油（株）つくば研究開発センター長 0297-52-6321 
300・24 茨城県筑波郡谷和原村絹の台4ー3

，， 山内久実 （株）ボゾリサーチセンター取締役社長 03-3327・2111
156 東京都世田谷区羽根木1・3・11ボゾリサーチピル

命 新保喜久雄 （株）ホーネンコーポレーション食品開発研究所長 0543・54-1584

424 静岡県清水市新港町2

今 須ケ 間 弘 ＝井東圧化学（株）ライフサイエンス開発部長 03-3592-4111 
100 東京都千代田区震が関3ー2-5

イシ 河瀬伸行 ＝菱化成食品（株）生産企画部長 03-3542-6490 
104 東京都中央区銀座5-13-3いちかわピル8F

＃ 古川 宏 ＝菱商事（株）食料開発部ヘj以7-J.:f-Aリーダー 03-3210・6415
100 東京都千代田区丸の内2-6ー3

。 山本良郎 明治乳業（株）取締役研究本部中央研究所長 0423-91・2955
189 東京都東村山市栄町 1ー21-3

。 荒木一晴 森永乳業（株）研究情報センター食品総合研究所
分析センタ一室長 0462-52-3080 

228 神奈川県座間市東原 5ー 1-8 3 
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理事 郷木達雄 （株）ヤクルト本社中央研究所研究管理部副主席
研究員 0425・77・8961

186 東京都国立市谷保17 9 6 

2砂 山 崎晶男 山崎製パン（株）常務取締役 03-3864-3011 
101 東京都千代田区岩本町3ー2-4

，， 林 利樹 山之内製薬（株）健康科学研究所長 03-3244-3384 
103 東京都中央区日本橋本町2ー3ー11 

.,,. 神田豊輝 ライオン（株）食品研究所長 03-3621・6461
130 東京都墨田区本所 1-3ー7

.,,. 曾根 博 理研ビタミン（株）代表取締役社長 03-5275・5111
101 東京都千代田区一崎町2-9-18(TDCピル）

4シ 杉浦 滋 彦 理工協産（株）代表取締役社長 03-3281・8820
104 東京都中央区八重洲2ー7-2

ペシ 堤賢太郎 リノール油脂（株）名古屋工場研究開発部長 052-611-4114 
455 愛知県名古屋市港区潮見町37-1 5 

今 小林勝利 （株）ロッテ 中央研究所常務取締役所長 048-861-1551 
336 埼玉県浦和市沼影3ー1-1 

事務局長 桐村二郎 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

事務局次長福冨文武 日本コカ・コーラ（株）学術調査マネージャー 03-5467・6292

事務局次長麓 大二 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

事務局員 池畑敏江 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

イシ 斎藤恵里 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

イシ 大沢満里子 日本国際生命科学協会 03・3318・9663
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